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一
般
質
問

　

本
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、

２
人
の
方
か
ら
次
の
５
項
目
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
町
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

質
問
者
及
び
内
容

☆
清
水
教
昭
議
員

○
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

○
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

○
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

☆
西
村
良
子
議
員

○
障
害
者
に
や
さ
し
い
地
球
環
境

　

の
整
備
に
つ
い
て

　

な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
議
会
だ
よ
り
P
４
・
５
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

専
決
処
分
の
報
告
（
阿
武
町
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
が
平

成
22
年
３
月
31
日
に
公
布
さ
れ
た

こ
と
に
伴
な
い
、
同
日
付
で
町
税

条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分
を

行
っ
た
も
の
で
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
報
告
（
平
成
21
年
度

阿
武
町
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

　

歳
出
予
算
に
不
足
が
生
じ
た
た

め
、
平
成
22
年
３
月
31
日
付
け
で

補
正
予
算
の
専
決
処
分
を
行
っ
た

も
の
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

専
決
処
分
の
報
告
（
阿
武
町
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
が
平

成
22
年
３
月
31
日
に
公
布
さ
れ
、

平
成
22
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険

税
の
第
１
期
の
納
期
が
６
月
１
日

か
ら
始
ま
り
５
月
31
日
ま
で
に
税

率
を
条
例
に
定
め
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
５
月
31
日
付
け
で
阿

武
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
の
専
決
処
分
を
行
な
っ
た

も
の
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

阿
武
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例 

　

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児

又
は
家
族
介
護
を
伴
う
労
働
者
の

福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

及
び
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

う
条
例
の
一
部
改
正
で
、
３
歳
に

満
た
な
い
子
の
あ
る
職
員
の
超
過

勤
務
の
制
限
、
免
除
等
に
関
す
る

規
定
の
追
加
等
で
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

育
児
休
業
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
う
改
正
で
、
育
児
休
業
等
を
す

る
こ
と
が
出
来
る
職
員
の
要
件
の

緩
和
等
に
係
る
条
例
の
一
部
改
正

で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行
為

の
制
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
22
年
４
月
１
日
施
行
の

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
よ

る
超
勤
代
休
時
間
制
度
の
創
設
に

伴
う
改
正
で
、
超
勤
代
休
時
間
に

お
い
て
は
、
職
員
団
体
の
た
め
の

活
動
が
出
来
る
旨
の
規
定
の
追
加

で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

阿
武
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

平
成
22
年
５
月
20
日
付
け
の
総

務
大
臣
通
知
に
よ
り
、
職
員
の
給

与
か
ら
団
体
扱
い
の
各
種
保
険
料

や
借
入
金
の
返
済
金
等
を
天
引
す

る
場
合
は
、
条
例
に
明
示
す
る
よ

う
指
導
が
あ
り
、
こ
れ
に
伴
う
条

例
の
一
部
改
正
で
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
高
齢
者
福
祉
施
設
清
ヶ
浜

清
光
苑
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例

　

清
ヶ
浜
清
光
苑
の
施
設
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
管

理
運
営
へ
の
移
行
に
伴
う
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
で

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
阿
武
町
高
齢
者
福
祉
施
設
清
ヶ

浜
清
光
苑
関
係
）

　

施
設
の
指
定
管
理
者
を
社
会
福

祉
法
人
阿
武
福
祉
会
に
定
め
る
も

の
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

道
の
駅
阿
武
町
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

　

道
の
駅
の
各
施
設
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
別
に
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
を
定
め
て
い
ま
し
た

が
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に

伴
い
、
こ
れ
を
統
合
し
た
新
た
な

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
第
３
回
議
会
定
例
会
が
、
６
月
14
日
か
ら
17
日
ま
で
の

会
期
４
日
間
で
開
か
れ
、
提
出
議
案
18
件
、
発
議
１
件
、
そ
し
て
全

員
協
議
会
で
の
報
告
２
件
が
い
ず
れ
も
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
原
案
ど

お
り
可
決
ま
た
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

清ヶ浜清光苑とデイサービスの指定管理者に清ヶ浜清光苑とデイサービスの指定管理者に
　　　　　　　　　　　　阿武福祉会を指定　　　　　　　　　　　　阿武福祉会を指定
道の駅阿武町の指定管理者に道の駅阿武町の指定管理者に
　　　　　　　㈱あぶクリエイションを指定　　　　　　　㈱あぶクリエイションを指定

清ヶ浜清光苑とデイサービスの指定管理者に
　　　　　　　　　　　　阿武福祉会を指定
道の駅阿武町の指定管理者に
　　　　　　　㈱あぶクリエイションを指定

平成22年第３回議会定例会   ６月14日～17日平成22年第３回議会定例会   ６月14日～17日平成22年第３回議会定例会   ６月14日～17日

清ヶ浜清光苑
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指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
道
の
駅
阿
武
町
関
係
）

　

道
の
駅
の
施
設
の
指
定
管
理
者

を
株
式
会
社
あ
ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
に
定
め
る
も
の
で
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

阿
武
町
道
路
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

河
内
上
ノ
原
の
旧
県
道
益
田
阿

武
線
の
一
部
の
町
道
移
管
に
伴
う

路
線
の
変
更
並
び
に
道
路
条
例
の

一
部
改
正
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
回
）

　

今
回
の
補
正
額
は
、
２
億
１
５

１
５
万
７
０
０
０
円
の
増
額
で
、

補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

は
、
28
億
９
１
５
万
７
０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
の
主
な
も
の
は
、

歳
出
で
は
全
体
に
わ
た
り
、
人
事

異
動
に
伴
う
人
件
費
の
調
整
や
子

ど
も
手
当
の
創
設
に
伴
う
職
員
手

当
の
増
額
を
計
上
。

　

総
務
費
で
は
、
役
場
庁
舎
耐
震

補
強
改
修
工
事
設
計
委
託
料
１
３

５
４
万
５
０
０
０
円
の
新
規
計
上
。

　

民
生
費
で
は
、
恵
寿
苑
の
裏
山

斜
面
部
分
及
び
町
道
横
の
駐
車
場

部
分
を
土
地
開
発
基
金
で
購
入
し

て
お
り
ま
し
た
が
こ
れ
を
基
金
か

ら
買
い
戻
す
た
め
の
経
費
１
６
１

２
万
８
０
０
０
円
の
新
規
計
上
。

　

衛
生
費
で
は
、
ゴ
ミ
収
集
用
の

パ
ッ
カ
ー
車
の
購
入
費
５
６
７
万

円
の
新
規
計
上
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
宇
久
営

農
生
産
組
合
及
び
農
事
組
合
法
人

あ
ぶ
の
郷
の
営
農
用
機
械
導
入
費

補
助
金
９
５
９
万
２
０
０
０
円
の

新
規
計
上
。

　

土
木
費
で
は
、
町
道
汐
入
野
地

線
の
Ｊ
Ｒ
乗
換
跨
線
橋
が
Ｊ
Ｒ
の

内
部
協
議
に
よ
り
廃
止
と
な
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
に

対
す
る
補
償
費
１
億
２
０
０
０
万

円
を
減
額
。
Ｊ
Ｒ
関
係
工
事
委
託

料
６
０
０
０
万
円
及
び
そ
の
他
の

工
事
費
１
億
３
５
０
０
万
円
並
び

に
旧
ポ
プ
ラ
建
物
解
体
撤
去
費
３

３
０
万
円
を
計
上
。

　

単
価
変
更
等
に
伴
い
岡
田
橋
団

地
集
会
所
新
築
工
事
費
で
２
５
０

万
円
の
増
額
。

　

諸
支
出
金
で
は
、
売
り
出
し
中

の
美
咲
第
２
分
譲
宅
地
手
前
に
隣

接
す
る
農
地
を
美
咲
第
３
分
譲
宅

地
と
し
て
造
成
す
る
た
め
の
土
地

購
入
費
及
び
建
物
補
償
費
、
更
に

造
成
工
事
費
等
で
合
計
７
１
６
７

万
５
０
０
０
円
の
新
規
計
上
。

　
４
つ
の
特
別
会
計
を
補
正

■
平
成
22
年
度
阿
武
町
国
民
健

康
保
険
事
業
（
事
業
勘
定
）
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

　

国
保
非
自
発
的
失
業
者
軽
減
措

置
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委

託
料
や
人
件
費
の
調
整
等
で
４
６

４
万
７
０
０
０
円
の
増
額
で
す
。

■
平
成
22
年
度
阿
武
町
国
民
健

康
保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

　

人
件
費
等
の
調
整
で
46
万
５

０
０
０
円
の
増
額
で
す
。

■
平
成
22
年
度
阿
武
町
老
人
保

健
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）

　

精
算
に
伴
う
償
還
金
等
で
１
３

５
万
円
の
増
額
で
す
。

■
平
成
22
年
度
阿
武
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
回
）

　

人
件
費
等
の
調
整
で
32
万
２

０
０
０
円
の
増
額
で
す
。

平
成
21
年
度
阿
武
町
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　

去
る
３
月
議
会
定
例
会
で
議
決

を
さ
れ
た
繰
越
明
許
費
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
施
行
令
の
規
定

に
よ
り
、
そ
の
結
果
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

 

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
次
の

１
件
の
概
要
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。
工
事
名
（
請
負
金
額
・
請
負

業
者
名
）

◆
平
成
22
年
度
山
口
国
体
予
定

地
整
備
工
事
（
３
７
８
万
円
・
小

田
産
業
㈱
）

一般会計２億１,515万円を増額一般会計２億１,515万円を増額
予算総額は28億915万円予算総額は28億915万円
一般会計２億１,515万円を増額
予算総額は28億915万円

庁舎の耐震設計を行う
阿武町役場

整備が進む町道汐入野地線

芝生が植栽された道の駅裏国体予定地
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問　

来
年
10
月
に
開
催
さ
れ

る
国
民
体
育
大
会
・
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

に
伴
い
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
障
害
者
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
が
阿
武
町
で
開
催

さ
れ
る
が
、
こ
の
機
会
に
、

町
内
の
公
共
施
設
や
道
路
等

に
障
害
者
が
安
心
し
て
行
動

で
き
る
取
り
組
み
は
で
き
な

い
か
。

町
長　

ひ
だ
ま
り
の
里
等
の

新
し
い
施
設
に
は
点
字
ブ
ロ

ッ
ク
や
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等

の
設
置
を
し
て
い
る
。
既
設

の
施
設
に
つ
い
て
は
、
本
庁

役
場
の
耐
震
強
化
事
業
等
で

順
次
計
画
的
に
整
備
を
し
た

い
。

　

ま
た
、
国
体
に
向
け
て
の

対
応
は
道
の
駅
周
辺
の
案
内

表
示
や
会
場
へ
の
通
路
等
の

整
備
に
取
り
組
み
た
い
。

  

問　

奈
古
粘
土
の
推
定
埋
蔵

量
は
24
〜
27
万
ト
ン
、
原
料

の
収
率
は
60
〜
80
％
が
前
処

理
な
し
で
有
効
利
用
が
出
来

る
。
萩
焼
等
の
技
術
を
活
用

し
て
商
品
開
発
が
で
き
な
い

か
。

町
長　

昭
和
57
年
に
奈
古
粘

土
開
発
利
用
調
査
委
員
会
を

立
上
げ
、
粘
土
鉱
床
腑
存
状

況
調
査
を
実
施
し
た
。ま
た
、

各
種
調
査
試
験
や
タ
イ
ル
、

煉
瓦
、
萩
焼
、
食
器
の
試
作

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
報
告

書
に
ま
と
め
て
い
る
。基
礎
的

な
研
究
は
済
ん
で
い
る
の
で

今
一
度
、
有
効
活
用
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

問　

魚
礁
設
置
を
し
て
海
域

環
境
が
落
ち
着
く
に
は
相
当

の
年
数
が
か
か
る
。
漁
業
生

活
者
が
設
置
の
恩
恵
を
得
る

た
め
に
も
、
ト
ッ
プ
の
能
動

的
な
取
組
み
が
必
要
で
は
。

町
長　

町
の
直
接
海
域
へ
の

魚
礁
投
入
は
昭
和
51
年
〜
平

成
11
年
に
事
業
費
総
額
約
５

億
４
０
０
０
万
円
（
う
ち
町

費
６
６
０
０
万
円
）
の
投
資

を
実
施
。
漁
協
の
単
独
事
業

で
は
昭
和
53
年
〜
63
年
に
廃

船
を
利
用
し
た
沈
船
魚
礁
、

平
成
６
年
〜
12
年
に
は
、間

伐
材
を
利
用
し
た
魚
礁
が
、

５
５
１
基
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
県
営
事
業
で
平
成

17
年
〜
22
年
ま
で
萩
市
見
島

南
西
の
カ
キ
ノ
瀬
周
辺
に
マ

ウ
ン
ド
魚
礁
と
高
層
魚
礁
の

製
作
・
設
置
を
実
施
中
。22

年
度
予
算
の
水
産
業
政
策
費

２
２
１
万
３
０
０
０
円
は
、

全
体
事
業
費
20
億
円
の
う

ち
、
今
年
度
事
業
費
３
億
１

０
０
０
万
円
に
か
か
る
阿
武

町
負
担
分
。
こ
れ
か
ら
も
関

係
機
関
と
協
議
し
事
業
推
進

を
図
る
。

問　

森
林
の
有
効
活
用
と
し

て
、
町
・
私
有
林
の
放
置
山

林
を
活
用
し
、
ミ
ツ
マ
タ
・

コ
ウ
ゾ
等
の
和
紙
原
料
の
栽

培
を
試
験
的
に
行
い
、
そ
こ

で
安
定
的
な
販
売
先
や
雇
用

創
出
を
目
指
し
た
、
和
紙
振

興
の
開
発
が
で
き
な
い
か
。

町
長　

和
紙
生
産
に
つ
い
て

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
伝
統

議 会 だ よ り 35
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一
般
質
問 

第
3
回
定
例
会 

6
月
14
日

Q　

作
り
育
て
る
漁
業
活
動
の
た
め

　
　

の
魚
礁
設
置
状
況
は

Q　

放
置
山
林
を
活
用
し
て

　
　

和
紙
原
料
の
栽
培
を
し
て
は

Ａ　

森
林
活
用
と
し
て
の

　
　

和
紙
生
産
は
課
題
山
積

Q　

休
眠
し
た
地
下
資
源
の
再
開
発
は

Ａ　

奈
古
粘
土
の
有
効
活
用
を
再
検
討

　
　

沖
合
い
の
天
然
魚
礁
を
守
っ
て

Ａ　

い
く
中
で
、
必
要
な
人
工
漁
礁

　
　

は
関
係
機
関
と
連
携
し
推
進

　
　

国
体
・
障
害
者
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

Q　
　

を
機
会
に
、
障
害
者
に

　
　
　
　

や
さ
し
い
環
境
整
備
を

Ａ　

順
次
対
応
を
し
た
い     

問

問

清水教昭  議員

町
長

町
長

町
長

和紙原料のミツマタ

マ
ウ
ン
ド
魚
礁
の

イ
メ
ー
ジ
図

（
ゆ
め
と
び
ネ
ッ
ト
出
典
）

奈古粘土を活用した
タイルの試作品

芝生の植栽作業

問

問

西村良子  議員

町
長

技
術
、
伝
統
工
芸
品
、
無
形

文
化
財
と
し
て
、
指
定
さ
れ

て
い
る
。
徳
地
手
す
き
和
紙

も
、
山
口
市
の
無
形
文
化
財

と
し
て
指
定
さ
れ
保
存
が
継

承
さ
れ
て
い
る
。
森
林
活
用

か
ら
み
れ
ば
栽
培
方
法
や
生

産
性
、
需
要
と
供
給
、
収
益

性
な
ど
、
課
題
が
多
い
と
考

え
ら
れ
る
。
試
験
的
に
取
組

み
た
い
方
に
は
、
調
べ
る
事

は
可
能
。
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国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

問　

国
保
税
の
値
上
げ
幅
が

大
き
い
が
な
ぜ
か
。

答　

医
療
費
の
財
源
が
不
足

し
国
保
の
財
政
調
整
基
金
か

ら
補
充
し
て
い
る
が
、
基
金

も
不
足
し
今
後
対
応
で
き
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、

国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ

は
理
解
を
願
い
た
い
。

問　

他
市
町
と
の
比
較
は
ど

う
か
。

答　

阿
武
町
の
国
保
税
は
、

平
成
20
年
平
均
年
間
６
万
６

０
４
３
円
と
な
る
が
県
下
で

一
番
低
い
。
県
平
均
は
９
万

２
９
９
９
円
、
萩
市
は
７
万

３
１
２
７
円
と
な
っ
て
い
る
。

道
の
駅
阿
武
町
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
に
つ
い

て○
町
長
お
よ
び
新
谷
支
配
人

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
の
ち

質
疑

問　

発
祥
交
流
館
の
仕
事
と

し
て
の
観
光
事
業
と
企
画
一

般
と
は
。

答　

観
光
事
業
と
は
観
光
協

会
が
行
う
観
光
紹
介
や
案
内

業
務
。
ま
た
企
画
一
般
と
は

道
の
駅
阿
武
町
全
体
の
企
画

・
運
営
の
業
務
を
行
う
こ
と

で
あ
る
。

問　

蒸
気
饅
頭
、
た
こ
焼
き

販
売
の
今
後
は
ど
う
な
る
か
。

答　

現
在
の
よ
う
に
テ
ナ
ン

ト
方
式
に
な
る
だ
ろ
う
が
、

今
は
詳
細
は
未
定
で
あ
る
。

問　

道
の
駅
か
ら
下
の
埋
め

立
て
地
へ
の
通
路
は
イ
ベ
ン

ト
の
時
な
ど
危
険
で
あ
る
が

安
全
対
策
は
ど
う
か
。

答　

通
路
が
で
こ
ぼ
こ
に
な

っ
て
お
り
歩
行
者
も
危
険
で

あ
る
の
で
早
急
に
対
策
を
立

て
た
い
。

問　

今
後
、
道
の
駅
再
生
に

向
け
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面

で
の
改
善
に
町
民
の
意
見
を

聞
く
場
を
持
た
な
い
か
。

答　

道
の
駅
再
生
ビ
ジ
ョ
ン

検
討
委
員
会
で
今
後
も
検
討

し
て
い
く
の
で
、
そ
ち
ら
で

意
見
を
聴
く
機
会
が
あ
る
。

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
１
回
）に
つ
い
て

問　

子
ど
も
手
当
の
受
給
対

象
者
数
は
。

答　

町
全
体
で
２
６
１
人
。

問　

奈
古
駅
の
単
線
化
と

は
。

答　

現
在
は
上
り
下
り
別
の

ホ
ー
ム
を
利
用
し
て
い
る
が

今
後
は
駅
舎
側
だ
け
の
乗
降

に
な
る
予
定
。
現
在
使
用
し

て
い
る
跨
線
橋
を
解
体
し
駅

西
側
へ
の
移
設
す
る
計
画
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
に
よ

り
移
設
費
が
不
要
と
な
り
解

体
費
の
み
で
経
費
の
削
減
と

な
る
。
そ
の
分
工
事
費
の
増

額
が
で
き
る
。

奈
古
高
校
存
続
に
関
す
る
請

願
に
つ
い
て

○
奈
古
高
校
を
支
援
す
る
協

議
会
か
ら
「
山
口
県
立
高
等

学
校
再
編
整
備
計
画
に
関
す

る
請
願
」
が
あ
り
、
現
在
、

山
口
県
教
育
委
員
会
で
高
等

学
校
の
再
編
整
備
計
画
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め

再
編
計
画
が
発
表
さ
れ
て
か

ら
で
は
遅
い
の
で
、
地
元
と

し
て
も
奈
古
高
校
存
続
の
た

め
、
早
め
に
行
動
に
移
す
必

要
が
あ
る
と
の
判
断
か
ら
採

択
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

現
地
踏
査

議 会 だ よ り 35
N2

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告
6
月
14
日
開
催

問答

問答問答問答問答問答

問答問答

　

５
月
６
日
に
株
式
会
社
あ

ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
設
立
。

中
村
町
長
が
社
長
と
な
り
、

今
ま
で
の
各
店
を
統
合
し
道

の
駅
全
体
を
管
理
運
営
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
谷
宏
志　

支
配
人　
　
　

　

海
の
ブ
ル
ー
、
大
地
の
グ

リ
ー
ン
が
出
会
う
場
所
と
い

う
基
本
理
念
の
も
と
、
地
元

の
人
と
旅
人
が
交
流
す
る
場

所
と
し
た
い
。

　

ま
ず
、
徹
底
し
た
顧
客
志

向
、
す
な
わ
ち
顧
客
の
求
め

て
い
る
も
の
を
追
求
し
た
い

し
、
風
力
等
の
自
然
を
活
用

し
て
い
き
た
い
。

　

具
体
的
に
は
新
し
い
加
工

品
の
商
品
化
、
活
魚
槽
の
有

効
な
活
用
、２
週
に
１
回
ぐ
ら

い
の
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
こ
と
で
、
各
施
設
相
互

の
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

事
業
指
針
と
し
て

・
「
阿
武
町
産
」
の
活
用

・
自
然
空
間
を
生
か
し
た
や

　

す
ら
ぎ
の
提
供

・
観
光
道
路
・
物
産
等
の
情

　

報
発
信

・
衛
生
、
清
潔
な
施
設

・
笑
顔
と
親
切
な
接
客

・
自
然
と
の
共
生

道の駅「阿武町」新谷支配人
　　　　からのメッセージ

基本理念は
Blue meets Green
「海と大地の出会う場所」

議会報告

奈
古
浦
消
防
器
庫
建
設
予
定
地

を
視
察

定
例
議
会
の
様
子

国
体
障
害
者
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

会
場
を
視
察

山口県立奈古高等学校

新谷宏志 支配人
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議
長　

田
中
那
波（
奈
古
小
６
年
）

議
長　

工
藤
孝
明（
福
賀
小
６
年
）

１
番　

廣
石
瑞
稀（
奈
古
小
６
年
）

２
番　

奥
村
柚
希（
奈
古
小
６
年
）

３
番　

藤
田
美
穂（
福
賀
小
６
年
）

４
番　

木
村
香
菜（
福
賀
小
６
年
）

５
番　

高
橋
瑠
生（
奈
古
小
５
年
）

６
番　

築
谷
浩
輝（
奈
古
小
５
年
）

７
番　

杉
山
隼
一（
奈
古
小
６
年
）

８
番　

藤
村
拓
人（
奈
古
小
６
年
）

９
番　

中
野
莉
沙（
福
賀
小
６
年
）

10
番　

玉
島　

龍（
福
賀
小
６
年
）

11
番　

田
中
香
帆（
奈
古
小
５
年
）

12
番　

大
野
拓
巳（
奈
古
小
５
年
）

13
番　

崔　

拓
真（
奈
古
小
６
年
）

14
番　

嶋
戸
蛍
太（
奈
古
小
６
年
）

15
番　

兼
原　

諒（
奈
古
小
６
年
）

16
番　

大
津
彩
花（
奈
古
小
５
年
）

17
番　

高
橋
芽
生（
奈
古
小
５
年
）

18
番　

増
田
ち
ゅ
ら

　
　
　
　
　
　
　
（
奈
古
小
５
年
）

提
言　

も
っ
と
人
口
が
増
え
、
み

ん
な
が
触
れ
あ
え
る
よ
う
な
場
所

を
増
や
す
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

奈
古
小
学
校
６
年
生

問　

道
の
駅
の
裏
に
広
い
空
き
地

が
あ
り
ま
す
が
、
海
も
見
え
て
夕

日
も
き
れ
い
な
の
で
お
じ
い
さ
ん

や
お
ば
あ
さ
ん
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
し
た
り
、
小
さ
な
子
ど
も

が
遊
べ
る
よ
う
な
場
所
に
利
用
す

る
計
画
が
あ
り
ま
す
か
。

答　

議
会
議
員
、
漁
業
関
係
者
、

町
民
代
表
、
道
の
駅
関
係
者
で
構

成
し
て
い
る
「
道
の
駅
再
生
ビ
ジ

ョ
ン
施
設
整
備
計
画
策
定
検
討
委

員
会
」
で
協
議
を
進
め
有
効
的
な

活
用
を
図
り
ま
す
。
（
町
長
）

問　

旧
宇
田
小
学
校
が
な
く
な
り
、

私
は
昨
年
度
か
ら
奈
古
小
学
校
に

通
っ
て
い
ま
す
。
宇
田
小
と
離
れ

る
の
は
寂
し
か
っ
た
で
す
が
、
今

は
奈
古
小
に
通
い
、
と
て
も
楽
し

い
で
す
。
旧
宇
田
小
を
見
る
と
い

ろ
い
ろ
思
い
出
し
ま
す
。今
は「
ひ

だ
ま
り
の
里
」
と
し
て
使
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
利
用
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。
建
物
の
中
は
ど

う
い
う
風
に
、
何
人
く
ら
い
で
利

用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

答　
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」に
９
人
、

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
は

１
カ
月
で
１
５
０
人
が
利
用
。
運

動
訓
練
は
月
80
人
が
利
用
。
施
設

を
利
用
し
て
い
る
方
と
地
域
の
方

と
が
交
流
で
き
る
施
設
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
（
町
長
）

阿武町町制施行５５周年記念

元気！阿武町！
まちづくり
子ども議会を開催

日時　平成２２年６月２２日

　

町
制
施
行
55
周
年
を
記
念
し
、
町
の
明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

一
日
町
議
会
議
員
に
選
任
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
提
言
や
施
策

に
つ
い
て
の
質
問
を
聞
い
て
町
政
に
反
映
し
よ
う
と
「
元
気
！
阿
武

町
！
ま
ち
づ
く
り
子
ど
も
議
会
」
が
６
月
22
日
に
役
場
議
場
で
開
催

さ
れ
、
町
内
の
小
学
校
５
・
６
年
生
か
ら
選
出
さ
れ
た
児
童
20
人
、

町
当
局
か
ら
は
中
村
町
長
、
小
田
教
育
長
ほ
か
関
係
課
長
ら
９
人
が

参
加
。
子
ど
も
議
員
か
ら
11
の
質
問
が
提
出
さ
れ
、
最
後
に
「
ま
ち

づ
く
り
子
ど
も
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
メ
イ
ン
テ
ー
マ

●
奈
古
小
学
校
６
年
「
も
っ
と
阿
武
町
の
人
口
が

増
え
、
み
ん
な
が
楽
し
い
と
思
え
る
笑
顔
の
あ
ふ

れ
る
、
ふ
れ
あ
い
の
多
い
町
に
し
た
い
」

●
福
賀
小
学
校
５
・
６
年
「
阿
武
町
を
も
っ
と
楽

し
く
、
生
き
生
き
さ
せ
る
た
め
に
」

●
奈
古
小
学
校
５
年
「
稚
魚
栽
培
か
ら
養
殖
ま
で

行
い
、
豊
漁
を
め
ざ
す
！
奈
古
・
宇
田
郷
地
区
を

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
で
も
っ
と
有
名
に
す
る
！
」

まちづくり子ども宣言
　ぼくたち、わたしたちの住む阿武町は、雄大
な日本海や緑が美しい山々に囲まれた自然の恵
みにあふれた町です。
　ぼくたち、わたしたちは、このすばらしい阿
武町の自然を大切に守り、そしてすばらしい町
になるよう努力しなければなりません。
　そのためには、日頃から地域の人とのふれあ
いを大切にし、阿武町の伝統文化、歴史、産業
についてよく学び、ふるさとの発展のために考
えたり行動したりすることが必要です。
　ぼくたち、わたしたちは、「元気！阿武町！
まちづくり子ども議会」を機会に、みんなが幸
せで豊かに暮らせる町になるよう、ふるさと阿
武町を愛する子どもを目指すことをここに宣言
します。
　平成２２年６月２２日

元気！阿武町！まちづくり子ども議会

問

問答 答

代表による「子ども宣言」の朗読



7

問　

ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
を
見
て
い

る
と
地
球
規
模
で
は
温
暖
化
、
日

本
全
体
で
は
高
齢
化
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
問
題
が
報
道
さ
れ
、
家
の

人
み
ん
な
が
不
安
そ
う
に
し
て
い

ま
す
。『
広
報
あ
ぶ
』
４
月
号
に

「
阿
武
町
基
本
計
画
」
の
３
つ
の

視
点
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
『
未
来
に
広
が
る

安
心
な
町
づ
く
り
』
に
つ
い
て
知

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
教
え
て
く

だ
さ
い
。

答　

子
ど
も
か
ら
高
齢
の
方
ま

で
、
町
民
の
誰
も
が
生
活
と
心
に

ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
生
き
生
き
と

し
て
、
現
在
か
ら
将
来
に
向
け
て

暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
よ

う
な
町
づ
く
り
で
す
。
（
町
長
）

問　

今
、
宮
崎
県
で
は
、
牛
が
伝

染
病
に
か
か
っ
て
何
万
頭
も
殺
処

分
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
阿
武
無
角
牛
が
そ
の
伝
染
病

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
何
か
対
策

を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答  

農
場
の
入
口
の
道
路
に
消
石

灰
と
い
う
白
い
粉
を
蒔
い
た
り
噴

霧
器
に
よ
り
出
入
り
す
る
車
の
タ

イ
ヤ
を
消
毒
し
た
り
、
作
業
す
る

人
は
長
靴
な
ど
を
消
毒
し
て
ウ
イ

ル
ス
を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
（
町
長
）

提
言　

福
賀
小
学
校
の
運
動
場
に

み
ん
な
が
楽
し
く
遊
べ
る
遊
具

や
、
雨
宿
り
が
で
き
る
よ
う
な
施

設
が
あ
れ
ば
、
休
み
の
日
で
も
学

校
に
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
が
集
ま

り
、
外
で
楽
し
く
遊
ぶ
よ
う
に
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

福
賀
小
学
校
５
、
６
年
生

問　

阿
武
町
へ

観
光
や
定
住
す

る
人
を
増
や
す

た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を

し
て
い
る
の
で

す
か
？

答　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
町
民
一
人
ひ
と
り
が

町
の
良
い
と
こ
ろ
を
ア
ピ
ー
ル
出

来
る
よ
う
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
（
町
長
）

問　

萩
市

に
は
わ
く

わ
く
号
や

ま
な
ぼ
う

号
な
ど
の

移
動
図
書

館
が
あ
る
の
で
す
が
、
ど
う
し

て
、
阿
武
町
に
は
移
動
図
書
館
が

な
い
の
で
す
か
？

答  

阿
武
町
で
は
移
動
図
書
館
を

設
置
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
町
内
の
公
民
館
や
学
校
の
図

書
室
に
は
、
た
く
さ
ん
の
本
を
そ

ろ
え
て
い
ま
す
。
新
し
い
本
も
多

く
あ
り
ま
す
。
有
効
に
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。
（
教
育
長
）問　

阿
武

町
の
特
産

物
の
果
物

で
、
キ
ウ

イ
フ
ル
ー

ツ
・
な
し
・
す
い
か
以
外
に
栽
培

さ
れ
、
売
り
出
さ
れ
て
い
る
も
の

は
あ
り
ま
す
か
？

答  

農
家
で
は
色
々
な
も
の
を
植

え
て
い
ま
す
。
農
家
が
共
同
で
生

産
量
を
増
や
せ
ば
農
協
で
出
荷
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
町
も
応

援
し
て
い
き
ま
す
。
（
町
長
）

提
言　

奈
古
筒
尾
地
区
に
あ
る
、

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
で
育
て
た
稚

魚
を
さ
ら
に
大
き
く
育
て
る
養
殖

セ
ン
タ
ー
や
魚
礁
を
奈
古
港
や
宇

田
郷
の
港
周
辺
に
建
設
し
、
ア
ワ

ビ
や
カ
サ
ゴ
、
マ
ダ
イ
の
漁
獲
量

を
上
げ
て
い
く
。
今
後
、
養
殖
産

業
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、

阿
武
町
の
漁
業
特
産
品
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
。　
　
　

奈
古
小
学
校
５
年
生

人
々
の
働
け
る
場
所
を
作
っ
て
い

く
こ
と
で
、
阿
武
町
の
重
点
目
標

で
あ
る
、
５
０
０
１
プ
ラ
ン
を
達

成
し
て
い
け
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

奈
古
小
学
校
５
年
生

問　

若
い
人
が

キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
作
り
に
参
加

す
る
た
め
の
努

力
は
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

答  

新
た
に
農

業
を
さ
れ
る
方

で
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
栽
培
し
た

い
人
が
あ
れ
ば
町
と
し
て
も
支
援

し
た
い
。
お
う
ち
で
キ
ウ
イ
を
栽

培
し
て
い
る
方
は
、
お
手
伝
い
を

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。（
町
長
）

問　
『
徳
佐
の

り
ん
ご
農
園
』

の
よ
う
に
、
キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

畑
や
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
狩
り
を

阿
武
町
で
行
う

と
し
た
ら
、
ど

れ
く
ら
い
の
お
金
が
か
か
り
ま
す

か
。

答  

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
、「
り
ん

ご
狩
り
」
の
よ
う
に
も
ぎ
取
っ
て

す
ぐ
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
観
光
農
園
は
む
つ
か
し
い

と
思
い
ま
す
。
（
町
長
）

問　

阿
武
町
で

は
、
山
口
県
第

２
栽
培
漁
業
セ

ン
タ
ー
で
育
て

た
稚
魚
や
稚
貝

を
さ
ら
に
大

き
く
育
て
、
海

に
放
流
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す

か
。

答　

阿
武
町
の
海
域
で
は
、
県
内

の
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
育

て
ら
れ
た
マ
ダ

イ
、
カ
サ
ゴ
、

ヒ
ラ
メ
、
ト
ラ

フ
グ
な
ど
７
㎝

ま
で
の
大
き
さ

の
も
の
10
万
匹

が
放
流
さ
れ
て

い
ま
す
。（
町

長
）

問　

奈
古
や
宇
田
郷
地
区
の
漁
獲

量
は
い
く
ら
で
す
か
。
ま
た
、
漁

師
を
し
て
お
ら
れ
る
方
の
平
均
年

齢
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

答  

漁
獲
量
は
４
７
０
ト
ン
、
平

均
年
齢
は
67
歳
で
す
。
（
町
長
）

提
言　

阿
武
町
が
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
農
家
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
生

産
者
を
増
や
し
育
て
て
い
き
な
が

ら
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
づ
く
り
の

町
と
し
て
、
萩
市
だ
け
で
な
く
、

県
内
、
そ
し
て
日
本
全
国
で
有
名

に
し
て
い
く
。
同
時
に
、
町
営
キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
畑
を
作
り
、
若
い

問問 答

問

問

問

問問

問

答

答

答答

答

問答

答

答
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ふるさと彩生⑪特集特集

山口国体予定地に芝生を植栽　おもてなしの心でお出迎え山口国体予定地に芝生を植栽　おもてなしの心でお出迎え山口国体予定地に芝生を植栽　おもてなしの心でお出迎え山口国体予定地に芝生を植栽　おもてなしの心でお出迎え山口国体予定地に芝生を植栽　おもてなしの心でお出迎え

プロジェクト「グリーン」プロジェクト「グリーン」プロジェクト「グリーン」プロジェクト「グリーン」プロジェクト「グリーン」

６月２０日・２１日　道の駅「阿武町」隣接会場：町民４００人が参加！！
　

来
年
10
月
に
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

阿
武
町
で
は
、
来
年
10
月
２
日（
日
）に
道
の
駅

「
阿
武
町
」
の
隣
接
会
場
で
山
口
国
体
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
行
事
と
し
て
、
障
害
者
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
国
体
の
開
催
に
向
け
て
阿
武
町
が
最
も
力

を
注
い
で
い
る
、
国
体
会
場
を
芝
生
化
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
グ
リ
ー
ン
」
が
６
月
20
日
・
21
日

に
実
行
さ
れ
ま
し
た
。
20
日
は
一
般
の
方
を
対

象
に
１
５
０
人
が
、
21
日
に
は
町
内
の
小
中
学

生
や
町
内
の
企
業
な
ど
2
5
0
人
が
参
加
、
合
計

４
０
０
人
の
町
民
が
広
さ
6
0
0
0
㎡
に
3
万
本

の
苗
を
丁
寧
に
手
で
植
え
ま
し
た
。
参
加
選
手
の

方
々
に
緑
あ
ざ
や
か
な
芝
生
の
上
で
思
い
っ
き
り

プ
レ
ー
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
ご
来
場
の
方
に

も
気
持
ち
よ
く
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
町

を
あ
げ
て
の
お
も
て
な
し
の
気
持
を
こ
め
て
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
国
体
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
町

内
の
小
中
学
生
１
人
１
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
の
栽
培

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

芝生の植え方を教わります

中
学
生
も
協
力
し
て

町
内
の
企
業
か
ら
も

「
ち
ょ
る
る
」
が
応
援
に

町
民
４
０
０
人
が
参
加

親
子
で
の
参
加
も

中
村
町
長
も
参
加
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町制町制施行施行５５周年記念５５周年記念町制町制施行施行５５周年記念５５周年記念町制施行５５周年記念

ＮＨＫラジオ第ＮＨＫラジオ第1「真打ち競演」「真打ち競演」
公開録音を開演公開録音を開演
ＮＨＫラジオ第ＮＨＫラジオ第1「真打ち競演」「真打ち競演」
公開録音を開演公開録音を開演
ＮＨＫラジオ第1「真打ち競演」
公開録音を開演 演芸界選りすぐりの漫才、

漫談、落語に会場大爆笑！？ 

放送予定〈ＮＨＫラジオ第1放送、全国／国際放送〉

 

町
制
施
行
55
周
年
を
記
念
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

第
１
で
放
送
さ
れ
て
い
る
「
真
打
ち
競
演
」
の
公

開
録
音
が
６
月
25
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、演
芸
界
選
り
す
ぐ
り
の
出
演
者
に
よ
る
漫
才

・
漫
談
・
落
語
に
満
席
の
会
場
は
爆
笑
の
渦
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

録
音
は
２
本
行
わ
れ
、
１
本
目
は
、
ケ
ー
シ
ー

高
峰
の﹇
漫
談
﹈を
は
じ
め
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
の
﹇
漫

才
﹈、
桂
竹
丸
の﹇
落
語
﹈に
続
き
、
２
本
目
は
東 

京
丸
・
京
平﹇
漫
才
﹈、
松
鶴
家
千
と
せ﹇
漫
談
﹈、

柳
家
権
太
楼
﹇
落
語
﹈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
観
客
が
来
場
し

満
席
状
態
。
熟
練
さ
れ
た
話
芸
に
会
場
か
ら
は

「
懐
か
し
ー
、
イ
エ
ー
」
の
歓
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
し
た
。

〈
放
送
日
時
等
〉

１
本
目　

8
月
23
日（
月
）午
後
9
時
5
分
〜
55
分

　

ホ
ー
ム
ラ
ン
﹇
漫
才
﹈

　

ケ
ー
シ
ー
高
峰
﹇
漫
談
﹈

　

桂 

竹
丸
﹇
落
語
﹈
演
目
「
ホ
タ
ル
の
母
」

２
本
目　

8
月
３０
日（
月
）午
後
9
時
5
分
〜
55
分

　

東 

京
丸
・
京
平
﹇
漫
才
﹈

　

松
鶴
家
千
と
せ
﹇
漫
談
﹈

　

柳
家
権
太
楼
﹇
落
語
﹈
演
目
「
猫
の
災
難
」

柳
家
権
太
楼
さ
ん

「
よ
、
名
人
芸
」

松鶴家千とせさん
「往年のイエー！！わっかるかな～ぁ」

会
場
も
大
爆
笑
！！

桂　

竹
丸
さ
ん

「
爆
笑
！！
」
ホ
ー
ム
ラ
ン
の
漫
才

「
名
コ
ン
ビ
」
東 

京
丸
・
京
平

ケ
ー
シ
ー
高
峰
さ
ん
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萩
食
品
衛
生
協
会
総
会
が

６
月
25
日
に
開
催
さ
れ
、萩

環
境
保
健
所
長
表
彰
の
食
品

衛
生
功
労
者
と
し
て
河
野
幸

彦
さ
ん（
浜
の
三
・
四
）、
同

食
品
衛
生
優
良
従
業
員
と
し

て
阿
武
町
物
産
直
売
所

（
現
・
あ
ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
）

に
お
務
め
の
波
田
野
美
由
紀

さ
ん（
宇
田
浦
）、
萩
食
品
衛

生
協
会
長
表
彰
の
優
良
食
品

衛
生
指
導
員
と
し
て
石
丸
健

二
さ
ん
（
下
東
郷
）
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の

長
年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

第
56
回
山
口
県
乾
椎
茸

品
評
会
が
６
月
16
日（
水
）に

山
口
市
山
口
森
林
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、「
ど

ん
こ
」
の
部
に
お
い
て
友
廣

廣
子
さ
ん
（
宇
生
賀
中
央
）

が
、
特
賞
（
知
事
賞
）
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

品
評
会
は
、
乾
椎
茸
生
産

者
の
生
産
技
術
の
向
上
と
生

産
活
動
を
助
長
す
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
、
山
口
県
椎
茸

農
業
協
同
組
合
が
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
今
年
は
県
下

各
地
か
ら
46
点
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

阿
武
町
宇
生
賀
中
央
の

友
廣
廣
子
さ
ん
が

乾
椎
茸
品
評
会
で

　
　

知
事
賞
受
賞

元気！あぶ町！５００１プラン　いきいきと未来に輝く人づくり

　土づくりのための堆肥の販売・運搬・散布と秋
のコンバイン刈り取り作業委託を請け負います。
ご希望の方は、お申込みください。
1．作業内容　①堆肥の販売・運搬・散布・耕転
　　　　　　　②コンバイン刈り取り・籾運搬作業
※コンバイン刈り取り作業については刈り取り時
　期により対応出来ない場合があります。
2．基本料金
　①堆肥代（運搬含む）3,000円／１ t
　②刈り取り（運搬含む）17,900円／10a

3．申し込み先
　各農家（個人）ごとに、申込書に必要事項を記入
のうえ、下記のいずれかに提出してください。
　①ＪＡあぶらんど萩各支所及び宇田郷ふれあい店
　②役場経済課、及び各支所
　③㈲ドリームファーム阿武（ＤＦＡ）
4．提出期限　8月20日（金）　日程の調整がある
　ので期日までにお申し込みください。
5．問い合わせ先
　阿武町農業公社（役場経済課内）☎2－3114

堆肥の販売・運搬・散布・コンバイン刈り取り作業請け負います
安全安心のために

河野幸彦さん石丸健二さん 波田野美由紀さん

食品衛生功労で３人を表彰
表　　　彰

１２
月
生
ま
れ

か
な　
た

そうた

かなた

藤
井
奏
太
ち
ゃ
ん（
水
ヶ
迫
）

平
成
21
年
7
月
22
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）直
樹
さ
ん
・（
マ
マ
）美
穂
子
さ
ん

　
　

は
じ
め
ま
し
て
、

　

奏
太
で
す
。
毎
日
お
兄
ち
ゃ

ん
の
真
似
ば
か
り
し
て
、
マ
マ

を
困
ら
せ
て
ば
か
り
い
ま
す
。

　

お
兄
ち
ゃ
ん
と
お
外
に
出
て

遊
ぶ
の
が
大
好
き
♡
で
も
ま

だ
歩
け
な
い
の
で
マ
マ
に
抱
っ

こ
し
て
も
ら
っ
て
散
歩
し
て
い

る
の
よ

早
く
み
ん
な
と
遊
び
た
い
な
。

そ
う　
た

中
野
颯
汰
ち
ゃ
ん（
木
与
）

平
成
21
年
7
月
29
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）哲
教
さ
ん
・（
マ
マ
）直
美
さ
ん

　

こ
ん
に
ち
は
。

毎
日
、
お
姉
ち
ゃ
ん
や
従
兄
弟

の
お
兄
ち
ゃ
ん
達
に
遊
ん
で
も

ら
っ
て
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
す
♪
早
く
歩
け
る
よ
う
に
な

っ
て
、
外
で
も
た
く
さ
ん
遊
ん

で
も
ら
い
た
い
な
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職場の健康チェック・体力つくりのために実施してみませんか?!
１　趣　旨　新体力テスト・生活習慣チェックをとおして、自分の体力や生活習慣を知ることにより、
　　　　　　健康づくり・体力つくりにつなげるとともに、参加者相互の親睦を図る。
２　対象者　阿武町の職域に勤務の方及び阿武町在住者
３　日程及び内容

（１）新体力テスト
●成年コース（２０～６４歳）
　　①握力　　　②上体起こし　　　③長座体前屈　　④反復横跳び
　　⑤急歩（希望者の方に実施）　　⑥立ち幅跳び　　※血圧測定 
●高齢者コース（６５～７９歳）
　　①握力　　②上体起こし　　③長座体前屈　　④開眼片足立ち
　　⑤１０ｍ障害物歩行　　　　⑥６分間歩行（希望者の方に実施）　※血圧測定
（２）ピジュアル・ピド・セラピー（足裏圧チェック）
（３）ライフコーダー（生活習慣記録機）の使用方法説明
　　→　３週間、ライフコーダーで生活習慣（歩数、消費カロリーなど）を記録
（１）新体力テスト及びライフコーダーの結果について（解説、健康アドバイス）
（２）簡単運動講座

４　日時及び会場　お申し込みをいただいた企業・法人の方と相談して決定します。
５　参加申し込み　お電話でお申し込みください。
　　　　　　　　　阿武町教育委員会（☎２－０５０１）　阿武町役場民生課（☎２－３１１３）
６　申 込 期 限　７月30日（金）

ステージⅠ
（９月）

ステージⅡ
（１０月）

家庭教育手帳
心も身体も大人ではないけれど、
全くの子どもでもない。
　思春期とは、身体の成長に心の成長が追いつかず、
不安定な気分になりやすい時期です。小さなことで有
頂天になったり、逆にひどく傷ついて落ち込んだりし
ます。異性への興味が高まったり、親や先生がうっと
うしく感じたり、秘密をもち始めます。

　さらに身体も、体型全体の大人化が著しく進み、女
性では月経、男性では射精が始まります。また、抑え
がたい性衝動が性非行を含むさまざまな問題行動の原
因になることもあるので「思春期」について親がしっ
かりと理解を深めましょう。
言うことを聞かないのは、
子どもの自立が始まった証拠。

思春期の子どもと向き
合い、見守る
　親にとってみれば、
「こんな子ではなかっ
た､どうしたものか」
ととまどうでしょう｡
しかし子どもの自立や
親離れが始まった証拠
なので、むやみな干渉
やお説教はできるだけ
控えて､子どもの力を
信じ､あたたかく見守
りましょう。ただし､
腫れ物にさわるように
接するのではなく､こ
れまで以上に会話など
を通じてかかわる努力
が必要です。行動の結
果にはきちんと責任が
伴うことを自覚させる
ことも大切です。

「思春期」心も体も大人へ
からだ
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（
社
）阿
武
福
祉
会
恵
寿
苑
に
６
月
25
日
福
祉
車
両
１
台

と
車
イ
ス
２
台
が
、（
財
）中
国
地
方
郵
便
局
長
協
会
と
郵
政

福
祉
等
長
北
連
絡
会
か
ら
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
者
を
代
表
し
て
、
同
郵
便
局
長
協
会
長
北
ブ
ロ
ッ
ク

会
長 

越
ヶ
浜
郵
便
局
長 

末
武 

晃
さ
ん
か
ら
目
録
が
阿
武
福

祉
会 

齋
藤
瑛
理
事
長
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

末
武
局
長
は
「
郵
便
局
は
平
成
19
年
に
民
営
化
し
ま
し

た
。
地
域
の
方
に
満
足
い
た
だ
い
て
い
る
か
、
昔
の
よ
う
な

使
い
や
す
い
郵
便
局
に
な
っ
て
い
る
か
我
々
も
検
証
し
、
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
地
域
の
方
に
恩
返
し
が
し
た
い
。

福
祉
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
た
い
思
い
で
贈
呈
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
」
と
挨
拶
。

　

齋
藤
瑛
理
事
長
は
、「
必
需
品
の
福
祉
車
両
、
車
イ
ス
を
贈

呈
い
た
だ
き
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
よ
り
良
い
介
護
が
提

供
で
き
る
よ
う
、
大
切
に
使
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

　

贈
呈
さ
れ
た
福
祉
車
両
リ
フ
ト
車
は
、（
財
）中
国
地
方
郵

便
局
長
協
会
設
立
85
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
山
口
県
内

で
は
２
台
の
内
の
１
台
が
恵
寿
苑
に
贈
呈
さ
れ
、
車
イ
ス

は
、
郵
政
福
祉
等
長
北
連
絡
会
（
萩
市
・
長
門
市
・
阿
武
町

内
の
65
郵
便
局
で
組
織
し
、
局
員
の
福
利
厚
生
や
地
域
福

祉
事
業
を
行
っ
て
い
る
）
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
で
す
。

地域の方に
恩返しがしたい!!
 恵寿苑に福祉車両と
車イスを贈呈

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
感
動
を

　
　
　
　
　
　
　

鳴
き
砂
の
浜
で
！！

園
児
も
保
護
者
も
大
ハ
ッ
ス
ル

　

鳴
き
砂
の
浜
、
清
ヶ
浜
で
７
月
３
日
・
４
日
に
、
第
１
回

サ
ル
ト
ー
レ
杯
Ｕ
―
12
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
大
会
と
、
第
４

回
日
本
海
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
大
会
Ｉ
Ｎ
清
ヶ
浜
プ
レ
オ
ー
プ

ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

３
日
に
開
催
さ
れ
た
サ
ル
ト
ー
レ
杯
Ｕ
―
12
で
は
参
加

チ
ー
ム
を
混
合
で
３
チ
ー
ム
に
分
け
、
Ｗ
杯
に
も
あ
や
か
り

日
本
、
カ
メ
ル
ー
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
い
う
名
前
を
つ
け
総

当
り
戦
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
を
行
い
ま
し
た
。
優
勝
は
３
勝
１

分
の
カ
メ
ル
ー
ン
で
し
た
。

　

４
日
に
開
催
さ
れ
た
、
日
本
海
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
に
は
６

チ
ー
ム
が
参
加
し
若
さ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
い
「
ヤ
ー
マ

ン
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。

清
ヶ
浜
で
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
大
会

み
ど
り
保
育
園
ち
び
っ
こ
ま
つ
り

地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会

　

み
ど
り
保
育
園
恒
例
の
「
ち
び

っ
こ
ま
つ
り
」
が
７
月
11
日
、
本

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、

園
児
た
ち
が
子
ど
も
太
鼓
や
踊
り

を
披
露
し
た
ほ
か
、
夜
店
で
は
カ

キ
氷
や
金
魚
す
く
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
な
ど
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
の
職
員
さ
ん
や
、
民
生
委
員
児
童

委
員
さ
ん
奈
古
高
校
の
生
徒
や
「
サ
ニ
ー
ア
ブ
」
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
参
加
し
、
盛
大
な
夏
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
保
護
者
会
役
員
が
余
興
で
「
Ａ
Ｋ

Ｂ
48
」
を
熱
演
し
て
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

家
庭
・
個
人
・
町
全
体
で
出
来
る

　
　
　
　
　
　
　

エ
コ
活
動
を
募
集

　

町
民
と
事
業
所
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組

む
、
平
成
22
年
度
阿
武
町
地
球
温

暖
化
対
策
地
域
協
議
会
が
、
６
月

28
日
に
役
場
会
議
室
で
開
催
さ
れ

15
人
の
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
具
体
的
な
活

動
内
容
が
協
議
さ
れ
、
身
近
に
出
来

る
エ
コ
活
動
や
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
各

家
庭
や
個
人
、
町
全
体
を
対
象
に
募

集
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

募
集
期
間
は
７
月
20
日
か
ら
で
９
月
10
日
を
締
切
り
と

し
て
行
わ
れ
ま
す
。
（
募
集
内
容
は
P
25
）

山・海・里Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題
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緊
急
時
・
非
常
時
に
備
え
反
復
訓
練

消
防
団
夏
季
訓
練
に
１
３
２
人
の
団
員
が
参
加

あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場総務課企画広報係（☎2̶3111）　E-mail : kikaku@town.abu.yamaguchi.jp

　

道
の
駅
「
阿
武
町
」
の
運
営
が
、
町
か
ら
指
定
管
理
者
制

度
を
受
け
て
第
３
セ
ク
タ
ー
の（
株
）あ
ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

に
引
き
継
が
れ
た
こ
と
に
伴
う
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
採
用
通

知
交
付
式
が
、
道
の
駅
「
阿
武
町
」
発
祥
交
流
館
で
７
月
１

日
に
開
催
さ
れ
、
あ
ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
を
務

め
る
中
村
町
長
か
ら
物
産
直
売
所
及
び
発
祥
交
流
館
の
12
人

の
職
員
に
採
用
通
知
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
取
締
役
（
町
長
）
は
「
道
の
駅
『
阿
武
町
』
の
経
営

体
制
が
統
一
さ
れ
ま
し
た
。
新
谷
支
配
人
と
一
緒
に
な
っ
て

道
の
駅
発
展
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
客
様
と

交
流
を
図
る
中
で
阿
武
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
訓
示
。

　

な
お
、
食
堂
「
憩
」
も
９
月
末
に
委
託
さ
れ
、
10
月
１
日

か
ら
は
全
て
の
業
務
を
あ
ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
が
引
き
継
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

恒
例
の
阿
武
町
消
防
団
夏
季
訓
練
が
７
月
４
日
、
町
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
１
３
２
人
の
団
員
が
訓
練
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

訓
練
に
先
立
ち
高
橋
団
長
が
「
今
年
に
入
り
町
内
で
火
災

事
故
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
例
年
こ
の
時
期
は
長

雨
等
で
裏
山
等
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
各
家
庭

に
注
意
を
促
す
と
と
も
に
、
非
常
時
に
備
え
、
反
復
訓
練
を

と
お
し
て
技
術
を
磨
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
来
年
９
月
の

県
操
法
大
会
に
は
宇
田
郷
分
団
が
出
場
し
ま
す
。
今
年
６
月

か
ら
大
会
へ
向
け
て
の
訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。
団
幹
部
及

び
各
分
団
が
協
力
し
宇
田
郷
分
団
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し

ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

訓
練
で
は
萩
市
消
防
本
部
の
指
導
の
も
と
、「
訓
練
礼
式
」

を
は
じ
め
、
ホ
ー
ス
の
搬
送
・
延
長
・
結
合
の「
基
本
訓
練
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
相
互
の
親
睦
と
助
け
合
い
に
よ
る
「
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
の
自
治
会
制
度
が
、
４
月
か
ら

全
集
落
で
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
か
ら
、
各
自
治
会
が
横
の
連

携
を
強
め
、
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
協
議
を
す
す
め
る
「
自

治
会
地
区
別
懇
談
会
」
が
６
月
28
日
に
宇
田
郷
地
区
、
29

日
に
奈
古
地
区
、
７
月
２
日
に
福
賀
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催

さ
れ
、
町
内
43
集
落
の
自
治
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
自
治
会
活
動
で
の
個
人
情
報
の
取
り
扱
い 

や
空
き
家
バ
ン
ク
等
定
住
対
策
の
現
状
、
自
治
会
を
対
象
と

し
た
国
内
研
修
な
ど
に
つ
い
て
担
当
課
か
ら
説
明
が
あ
り
、

地
域
内
で
よ
り
連
携
を
深
め
る
た
め
の
自
治
会
地
区
協
議
会

の
発
足
な
ど
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
サ
イ
レ
ン
に
関
す
る
質
問
」
や
「
地
区
協
議
会

の
発
足
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
の
自
発
的
な
動
き
に
任
せ
て

は
」、「
福
賀
地
区
は
過
疎
化
し
て
い
る
。
地
区
協
議
会
だ
け

で
な
く
、
自
治
会
合
併
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
は
」
な

ど
の
発
言
が
あ
り
、
各
地
区
で
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま

し
た
。

お客様と交流を図る中で阿武町の
イメージアップにつながるよう期待!!
あぶクリエイションで採用通知交付式

あぶクリエイション代表取締役の中村町長から
採用通知を受け取るパートタイマーの皆さん

教
官
が
新
入

団
員
に
指
導

行進の訓練

基本のホース訓練

自治会間の連携を強化!!
３地区で自治会地区別懇談会

奈古地区自治会
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カ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
職
場
交
流

福
賀
地
区
職
域
親
睦
球
技
大
会

　

福
賀
地
区
職
域
親
睦
球
技
大
会
が

６
月
26
日（
土
）に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
、
室
内

で
の
競
技
と
な
り
ま
し
た
が
、
カ
ロ

ー
リ
ン
グ
と
懇
親
会
で
お
互
い
の
親

睦
を
図
り
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
地

区
内
の
職
域
を
６
つ
の
チ
ー
ム
に
分

け
、
ス
コ
ア
を
競
い
ま
し
た
。
熱
戦

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
優　

勝　

鶴
惣
工
業
福
賀
工
場

★
準
優
勝　

阿
武
町
役
場
Ａ

〜
お
い
で
ま
せ
！

　
　
　
　

福
賀
子
ど
も
会
〜

福
賀
地
区
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

　

福
賀
地
区
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
が
６
月
29
日
（
火
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
子
ど
も
が
自
分
た

ち
だ
け
で
代
表
者
や
、
こ
れ
か
ら
の

事
業
計
画
、
努
力
目
標
を
決
め
る
も
の

で
、
当
日
は
、
小
・
中
学
校
の
子
ど
も

会
員
全
員
が
学
校
体
育
館
に
集
合
し
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

話
し
合
い
で
決
定
し
た
事
項
は
次
の

と
お
り
で
す
。

平
成
22
年
度
役
員

　

会　

長　

工
藤
友
恵
（
中
３
）

　

副
会
長　

吉
岡
大
騎
（
中
２
）
・
玉
島　

龍
（
小
６
）

　

書　

記　

玉
島　

愛
（
中
１
）
・
工
藤
孝
明
（
小
６
）

平
成
22
年
度
努
力
目
標

　

お
い
で
ま
せ
！
福
賀
子
ど
も
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
職
場
交
流

職
域
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

宇
田
郷
地
区
職
域
親
睦
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
６
月
４
日

（
金
）に
開
催
さ
れ
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
だ
後
、親
睦
会
で

親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
ひ
だ
ま
り
の
里
な
ど

の
参
加
者
も
増
え
、
昨
年
よ
り
13
人
多
い
59
人
の
参
加
。

若
い
10
代
20
代
の
人
も
参
加
さ
れ
、元
気
あ
ふ
れ
る
楽
し

い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
団
体
の
部
】 

【
個
人
の
部
】（
敬
称
略
）

優　

勝　

宇
田
営
農
生
産
組
合 

光
永
哲
男（
宇
田
中
央
）

準
優
勝　

奈
古
小
・
宇
田
郷
駐
在
所 

岩
本　

清（
宇
田
中
央
）

第
３
位　

町
議
・
阿
武
町
役
場 

永
柴
義
広（
宇
田
中
央
）

宇
田
郷
婦
人
学
級

ち
と
せ
・
若
葉
合
同
「
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
」
開
催

６
月
１
日　

宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
33
人
参
加
）

　

ち
と
せ
・
若
葉
学
級
合
同
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
い
、
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

優　

勝　

山
下
宮
子（
宇
田
浦
）

準
優
勝　

杉
村
玉
子（
宇
田
中
央
）

第
３
位　

中
村
壽
子（
尾
無
畑
）

宇
田
郷
地
区
親
子
交
歓
大
会
開
催

　

宇
田
郷
地
区
子
ど
も
育
成
連
絡

協
議
会
は
、
６
月
20
日（
日
）親
子

交
歓
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
ル
ー
ル
等
の
説
明
を
受
け
た
後
、

ド
ッ
チ
ビ
ー
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
を

行
い
、
親
子
の
絆
を
深
め
あ
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
を
込
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　

包
丁
研
ぎ
教
室
を
実
施

奈
古
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン

　

７
月
１
日
、
奈
古
メ
ン
ズ
キ

ッ
チ
ン
開
講
式
な
ら
び
に
７
月

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
座
30
分
前
に
自
主
活
動
と

な
る
「
包
丁
の
研
ぎ
方
教
室
」

を
実
施
し
、
会
場
の
準
備
を
し

ま
し
た
。

　

５
月
の
運
営
委
員
会
で
年
間

活
動
を
協
議
し
、
22
年
度
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
健
や
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
活
動
）

を
積
局
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

神
々
の
ふ
る
さ
と
で
お
も
て
な
し
の
心
を
知
る

奈
古
さ
つ
き
婦
人
学
級　

　

７
月
13
日
、
奈
古
さ
つ
き
婦
人
学
級
７
月
講
座
移
動
教

室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

出
雲
市
、
松
江
市
を
め
ざ
し
、

町
民
セ
ン
タ
ー
を
午
前
６
時
50
分

に
出
発
し
ま
し
た
。

　

総
勢
40
人
の
参
加
と
な
り
、目

的
地
ま
で
２
２
０
㎞
（
４
時
間
）

の
移
動
で
し
た
。

　

古
代
神
々
の
ふ
る
さ
と
で
の
お

も
て
な
し
を
体
験
し
た
学
級
生
た

ち
は
、
奈
古
で
の
お
も
て
な
し
の

心
を
考
え
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
帰
路
の
距
離
と
時
間
が
長
す
ぎ
る
事
な
ど

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
山
陰
地
方
に
便
利
な
自
動
車
道
が

必
要
で
あ
る
事
を
痛
感
し
ま
し
た
。
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河野家の玄関
濡れ縁に雰囲気があります。

旧周防国・長門国（現在の山口県域）から旧石見
国（現在の島根県西部）へ通じる石州街道（仏坂
道）の歴史あるお宅を訪ね街道をつなぎます。

石州街道を行く
（海辺往還）②　河野家

　

石
州
街
道
第
２
弾
は
、

「
釜
屋
」
と
い
う
集
落
名

に
関
わ
り
の
深
い
「
河
野

家
」
河
野
洋
子
さ
ん
（
釜

屋
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

河
野
家
は
屋
号
を
「
折
廻
し
」
と

い
い
、
主
に
塩
を
扱
う
と
と
も
に
、

船
持
ち
で
曳
網
の
株
を
有
し
て
い
ま

し
た
。（
い
り
こ
用
の
シ
ラ
ス
な
ど
を

と
る
漁
家
で
し
た
。）

　

築
後
2
0
0
年
は
経
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
、
濡
れ
縁
に
障
子
の
建
具
、

か
つ
て
は
台
所
に
囲
炉
裏
が
あ
り
、

屋
根
に
は
煙
出
し
が
残
っ
て
い
ま

す
。
お
嫁
に
こ
ら
れ
た
こ
ろ
は
、
ま

だ
、
ひ
と
か
か
え
も
あ
る
塩
造
り
用

の
釜
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、

江
戸
時
代
中
期
に
は
釜
屋
地
区
で
塩

を
造
っ
て
い
ま
し
た
。
海
水
を
釜
で

煮
て
い
た
こ
と
か
ら
こ
の
地
名
が
付

い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
防
長
地
下
上
申
に
記
載
、
石
州
街
道
・
山

口
県
文
化
財
愛
護
協
会
を
引
用
）

河野家の正面

神棚は、商売にたずさわれて
いた歴史を感じます。

河野洋子さん

ふすまも年代物

さしえ提供「ひさびし」（萩市）

現在の大平恵美須神社

オ
リ　

マ　
　

シ

ひ
き

あ
み

阿
武
町
版
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水泳許可区域
水泳禁止区域
水泳禁止区域立札

水泳許可・禁止区域水泳許可・禁止区域水泳許可・禁止区域

福賀地区

郷川郷川郷川

プール
中学校

小学校

奈古駅

筒尾

※河口は
　禁止

奈古地区

文今浦

田部湾内

元浦港内

畑尻

ばらすよけ～すずめ島

1

2

3

4

惣郷

尾無

畑

水泳禁止区域

二反田（旧生コン）

青浦（旧道入口）

今浦港内

びわくび（田部湾の反対側）

井部田尻

より仏

宇田郷駅前

尾無港内

A

B
A

B

C

CE

D

F

D
E

G

H

F
G
H

宇田郷駅

平原

つづら
田部

宇田郷地区
保護者同伴許可区域

水泳禁止区域

水泳禁止区域立礼

郷

宇田へ

港
かぶ坂

萩へ

温水プール
※小学３年生以下は保護者同伴

宇久 ・ 木与地区

宇久港
清ヶ浜

奈古へ

宇田へ

※清ヶ浜はブイより沖へは出ない
　消波ブロックからの飛び込みはしない

 木与駅

ブイより沖へ
出ない

土

港

福賀へ

上郷
砂防

2

1

3

4

井部田

※町内すべての河川・ため池で泳ぐことを禁止します。
※小学生が海で泳ぐ場合は、必ず保護者同伴とします。

水泳許可区域は、

福賀国民プール

のみとします。

　

今
年
も
、
子
ど
も
た
ち
が
心
待
ち
に
し
て
き
た
「
夏
休
み
」
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。

　

思
い
き
り
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
楽
し
い
思
い

出
が
い
っ
ぱ
い
の
素
晴
ら
し
い
夏
休
み
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

  

阿
武
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
水
の
事
故
か
ら
守
る
た
め

に
、
左
の
図
の
と
お
り
「
水
泳
許
可
・
禁
止
区
域
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

  

地
域
の
皆
さ
ん
も
設
置
場
所
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
守
る
た
め
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

  

ま
た
、
水
泳
禁
止
区
域
の
近
く
で
、
子
ど
も
た
ち
を
見
か
け
ら
れ
た
り

危
険
な
行
為
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

地域のみなさんへ

　「地域の子どもは地域で育てる」と
いう意識で、「声かけ」や「あいさ
つ」など、子どもたちと積極的に関
わってください。そして、いけない
ことはぜひ注意してください。
　家庭だけでなく地域のみなさんが
一体となって、「たくましく心豊かな
阿武町っ子」を育てていきましょう。
　夏休みに子どもたちの明るい笑顔
があふれることを願っています。

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ふ
れ
あ
い
・
地
域
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ふ
れ
あ
い
・
地
域
で

阿
武
町
教
育
委
員
会

阿
武
町
教
育
委
員
会

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ふ
れ
あ
い
・
地
域
で

阿
武
町
教
育
委
員
会

保護者のみなさんへ

　子どもたちにとって夏休みの楽し
みのひとつが“家族とのふれあい”
です。お忙しい毎日でしょうが、子
どもとのふれあいの時間をしっかり
とっていただき、家族共通の思い出
づくりをお願いします。また、毎日
継続的にできる家庭や地域での「仕
事」を一緒に考え、子どもたちに取
り組ませていきましょう。
　子どもたちにとって楽しい体験だ
けでなく、きつい体験も心の健やか
な成長のためには大切です。

児童・生徒のみなさんへ

　心待ちにしていた夏休みが始まり
ました。「夏休みだからできること」、
「夏休みでないとできないこと」に
積極的にチャレンジしてみましょう。
　この機会に趣味や特技を磨き、い
ろいろなことにチャレンジすること
で充実感や満足感を味わうことがで
きます。
　今年の夏も、心に残る素晴らしい
体験や活動に積極的に挑戦し、有意
義な夏休みにしていきましょう。
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シリーズ　奈古高はいま

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

　
　
　
　
　
　

守
っ
て
!!

「
ケ
ー
タ
イ
教
室
」

 

６
月
11
日（
金
）全
校
生
徒
と
教

職
員
を
対
象
に
、
K
D
D
I
株
式

会
社　

山
口
衛
星
通
信
セ
ン
タ
ー

長　

木
本
氏
将
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、「
ケ
ー
タ
イ
教
室
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
近
年
小
・
中
・
高
校

生
が
巻
き
込
ま
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
の

実
例
や
対
処
方
法
、
ま
た
、
安
易

な
書
き
込
み
に
よ
る
悪
口
や
中
傷

で
の
イ
ジ
メ
の
増
加
な
ど
、
使
い

方
一
つ
で
被
害
者
に
も
加
害
者
に

も
な
る
こ
と
を
丁
寧
に
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
ケ
ー
タ
イ
に

は
ル
ー
ル
が
あ
る
。
使
い
方
一
つ

で
便
利
な
道
具
に
も
な
る
反
面
、

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
に
違
反
し
た
使

い
方
を
す
る
と
犯
罪
の
道
具
に
も

な
り
ま
す
。
正
し
い
使
い
方
を
身

に
つ
け
て
、
楽
し
く
安
全
な
ケ
ー

タ
イ
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
生
徒
会
３
年
森

田
会
長
が
「
日
頃
、
便
利
に
使
っ

て
い
る
携
帯
電
話
の
良
い
部
分
、

悪
い
部
分
が
よ
く
分
か
り
、
そ
の

使
い
方
の
注
意
点
な
ど
を
再
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

農
業
や
食
べ
物
の

　
　
　
　

大
切
さ
を
学
ぶ

「
田
植
え
体
験
学
習
」

　

生
物
資
源
科
学
科
１
年
生
30

人
と
普
通
科
１
年
生
30
人
が
６

月
８
日（
火
）・
９
日（
水
）に
本
校

実
習
田
で
恒
例
の
田
植
え
を
行

い
ま
し
た
。
生
徒
全
員
が
田
に
入

り
、
昔
な
が
ら
の
方
法
で
一
株
ず

つ
手
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
裸
足

で
水
田
の
中
に
入
る
と
、
土
の
感

触
に
様
々
な
声
が
巻
き
起
こ
り
ま

し
た
が
、
植
え
終
わ
る
と
「
腰
が

痛
い
」、「
昔
の
人
は
大
変
だ
っ

た
ん
だ
な
〜
」「
楽
し
か
っ
た
」

な
ど
一
人
ひ
と
り
そ
れ
ぞ
れ
感
じ

方
も
違
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
23
日（
水
）に
は
、

奈
古
小
学
校
の
５
年
生
17
人
が

本
校
実
習
田
で
恒
例
の
田
植
え
を

体
験
し
ま
し
た
。
始
め
に
担
当
の

先
生
か
ら
田
植
え
の
や
り
方
の
説

明
を
受
け
た
あ
と
、
み
ん
な
で
田

に
入
り
ま
し
た
。
田
植
え
の
経
験

の
あ
る
児
童
も
数
人
い
ま
し
た
が
、

初
め
て
の
児
童
が
多
く
、
裸
足
に

な
り
、
田
ん
ぼ
の
土
の
感
触
、
土

の
匂
い
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

本
校
３
年
生
の
作
物
専
攻
生
が
、

児
童
の
間
に
入
っ
て
手
植
え
の
指

導
や
補
助
を
行
い
な
が
ら
、
楽
し

く
田
植
え
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
秋
に
は
稲
刈
り
体
験
も
行

い
、
収
穫
し
た
お
米
の
一
部
は
学

校
で
試
食
を
す
る
予
定
で
す
。

  
普
通
科
の
生
徒
や
奈
古
小
学
校

の
児
童
に
と
っ
て
、
こ
の
経
験
が

農
業
や
食
べ
物
の
大
切
さ
に
つ
い

て
考
え
て
く
れ
る
良
い
機
会
に
な

っ
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

障
害
者
の
方
が
と
て
も
大

変
な
こ
と
が
分
か
っ
た

「
阿
武
中
１
年
生
に
福
祉
体
験
を

指
導
」

　

６
月
16
日（
水
）に
阿
武
中
学

校
１
年
生
が
来
校
し
、
福
祉
体
験

学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
校
普

通
科
生
活
総
合
コ
ー
ス
の
３
年
生

が
指
導
に
当
た
り
、
ア
イ
マ
ス
ク

を
つ
け
て
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
体

験
や
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
、
食
事

介
助
、
点
字
体
験
な
ど
、
４
つ
の

班
に
分
か
れ
て
順
番
に
体
験
し
ま

し
た
。
初
め
て
の
体
験
に
中
学
生

も
目
を
輝
か
せ
、「
障
害
者
の
方

が
と
て
も
大
変
な
こ
と
が
分
か
っ

た
」「
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
で
き

ち
ん
と
シ
ー
ツ
が
敷
け
る
と
気
持

ち
よ
か
っ
た
」「
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
行
っ
た
と
き
に
今
日
の
経
験
を

生
か
し
た
い
」
な
ど
様
々
な
思
い

を
持
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
し
た
。

「
感
動
を
与
え
ら
れ
る

　
　
　
　

演
奏
」
を
披
露 

「
第
32
回
山
口
県
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
」

　

６
月
18
日（
金
）シ
ン
フ
ォ
ニ

ア
岩
国
に
お
い
て
、
第
32
回
山
口

県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
、
本
校
吹
奏
楽
部
が
日
頃
の

活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
吹
奏
楽
部
は
部
員
16
人

と
、
吹
奏
楽
部
と
し
て
は
小
規
模

で
す
が
、「
感
動
を
与
え
ら
れ
る

演
奏
」
を
目
標
に
、
部
員
全
員
が

心
を
一
つ
に
し
、
日
々
練
習
に
励

ん
で
き
ま
し
た
。
１
年
生
に
と
っ

て
初
め
て
の
ス
テ
ー
ジ
。
本
番
前

は
か
な
り
緊
張
し
て
い
る
様
子
で

し
た
が
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
と
緊

張
も
消
え
、
大
勢
の
観
客
の
前
で

演
奏
す
る
楽
し
さ
、
16
人
で
演

奏
で
き
る
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
演

奏
し
ま
し
た
。
７
月
末
に
は
「
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
山
口
県
大
会
」

に
こ
の
曲
で
出
場
し
ま
す
。
現
在
、

金
賞
を
目
指
し
、
日
々
練
習
を
重

ね
て
い
ま
す
。
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阿武中学校から

福賀中学校から

See you!

Messages from Abu Junior High School

Thank you, Charles!

 代表して３年生がメッセージを書きました。
1３日の最後の授業では、これを英語にして直接伝えました。

Mr, Hart
今までありがとうございました

To our favorite teacher

I want to study with you again. 
(Kenta)
チャールズ先生の第一印象は「おぉ
、アメリカ人だ」と 怖いイメージでし
たが、授業は面白く、楽しいイメー
ジにかわっていきました。 先生と別
れるのは悲しいですが,  英語を一
生懸命勉強したいと思います。
I had a great time with you 
(Tomoe)
ぼくは英語が好きではないし苦手
です。でもチャールズ先生の授業は
楽しく受けることができました。ぼ
くは先生のことが大好きです。
We made happy memories with 
Mr. Hart. (Akari) 
See you again. (Ai)  

I like your classes very much. 
(Taiki) 
 休み時間は話したり、鬼ごっこをし
たりとても楽しかったです。教科書
の内容だけでなく、他のいろいろな
ことを知ることができて、授業がと
ても楽しみでした。                        
Your English classes were very 
fun.(Mio)
中学校に入って英語の勉強は難し
いのかなあと少し不安だったけど、
先生がほめてくださったり、分かり
やすく日本語で説明してくださっ
て、英語って楽しいなと思うように
なりました。先生に会えてよかった
です。 

I'll never forget you.(Karen)
授業ではビンゴやすごろくなどの
ゲームをし、休み時間には外で助け
鬼をして、毎週木曜日はとても楽し
い日でした。 
We had a very good time. 
(Keiko)
熱心に発音を教えてくださいまし
たね。その通りにうまくできていた
らいいなと思います。異なる言語の
中で、ただ一人というのは、ひどく
苦労されたでしょうが、いつも笑顔
を絶やされなかったのはすごいと
思いました。
Thank you till now (Koji)　

Please come to see me soon. 
(Mana)
日本語がお上手だったので、私も英
語が上手に話せるようになりたい
なあと思いました。いつも笑顔で明
るい先生のことを絶対に忘れませ
ん。
Your classes were amusing to 
me. (Marina)
助け鬼でチャールズ先生が鬼の時
は、すごく頑張って逃げてもすぐに
追いつかれるのでスリル満点でし
た。また日本に来られるのなら福賀
中学校に遊びに来てください。 
I enjoyed your English classes. 
(Daizaburo) 

お体に気をつけて元気にお過ごしください。

I enjoyed playing English I enjoyed playing English 
games with you. (Takae)games with you. (Takae)

Your classes made us happy, so Your classes made us happy, so 
I became to like English.(Keitaro)I became to like English.(Keitaro)

Thanks to you, I enjoyed Thanks to you, I enjoyed 
learning English. (Chikako)learning English. (Chikako)

I enjoyed playing English 
games with you. (Takae)

Your classes made us happy, so 
I became to like English.(Keitaro)

Thanks to you, I enjoyed 
learning English. (Chikako)
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　平成20年7月にアメリカ合衆国から
来日したチャールズ・ハート先生。阿
武町での2年間の外国語指導助手（Ａ
ＬＴ）の任期を終え、このたび帰国す
ることになりました。
　町内の小・中学校での英語の学習や
国際理解教育の活動をとおして、子ど
もたちと楽しくふれあってくださった
チャールズ先生。また、各地域の諸行
事に積極的に参加し、大いに盛り上げ
ていただきました。今日まで本当にあ
りがとうございました。
　アメリカでの今後のご活躍をお祈り
します。

奈古小学校から

Thank you, Mr. Hart!Thank you, Mr. Hart!

福賀小学校から

Thank you, Mr. Hart!
We will never forget you!

先生に教えてもらった宝探しゲ
ーム、とても楽しかったよ。
先生と過ごした2年間の間に背
も伸び、ハイタッチもどんどん
レベルが上がりました。

いろんな行事に
参加して下さいました。

元気でね。
クリスマスツリー
の飾り付け、一緒に
しましたね。

寒かったお花見給食も、
なつかしいですね。

We have a good time with you.We have a good time with you.
Please never forget us!　　From Nago ESPlease never forget us!　　From Nago ES
We have a good time with you.We have a good time with you.
Please never forget us!　　From Nago ESPlease never forget us!　　From Nago ES

休み時間も遊んで
もらったよ

英語の歌に合わせて
おどったね。

今月の
スケジュールは…。
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☆参加したお父さんやお母さん方からの感想

○一生懸命に料理をする姿に子どもたちの成長を感じ、頼もし

く思い、安心しました。１年に１度くらいはこういう機会が

あってもいいなと思います。　　　　　　　　　　　（父）

○家ではあまり料理を手伝ったりしないのに自分から進んで作

業をしている姿を見られたことがよかった。いつもはできあ

がったものばかりを見ているのでその料理がどのようにして

作られたかが、よくわかったと思います。　　　　　（母）

○今日は私の誕生日でした。子どもの作ったごはんを初めて食

べました。楽しくておいしいものが食べられて満足しました。他

のお子さんともふれあえてよかったです。　　　　　（父）

☆参加した小学生の感想

○ほうちょうできゅうりを切るのが

はじめてでした。　　　（女子）

○料理を作るのが楽しかった。特に

自分たちで献立を考えることがで

きてよかったです。　　（女子）

○カロリーが高かったので、もう少

し低くした方がよかったと思いま

した。　　　　　　　　（女子）

　今回は子ども教室の指導員のみなさんにもご協力いただいて実施し、親子合わせて28人の参加が
ありました。お父さんへの感謝状や手づくりプレゼントを渡すなどサプライズメニューもあり、感
激の料理教室となりました。上手にできあがるのか不安もありましたが、日頃料理をしない子ども
たちも自分の班のメニューをがんばって作り、子どもたちの力を信じて、企画した親子ともに幸せ
な気持ちになる大、大、大成功の教室でした。

　この教室は、平成16年度から行っていた父と子の料理教室

を今年度から少し形を変えて行ったもので、「お父さんに感謝

の気持ちを伝えよう！」をテーマに福賀地区の子ども教室の時

間を使って、子どもたちがお父さんに食べさせたいメニューを

決めました。３つの班に分かれて考えたメニューは「和食」「洋

食」「イタリアン」等バラエティに富んだ内容になりました。

　今回は６月２０日㈰「父の日」に行われた『福賀ふれあいなかよし

キッチン（親子料理教室）』について、中野逸子（上東郷）、高村美幸

（金社）、中野真理（野沢）がご紹介します。

内緒で手づくりの

「招待状」も作りました

お父さんやお母さんのた

めにおいしく作るぞ！

お父さんたちからのプレゼ

ント！手づくりデザート☆

「トライフル」

みんなでメニューを

考えた子ども教室

班ごとに今日作るメニューの

発表です。ポイントは…

みんなで協力して、

いろいろなメニュー

を作りました。どの

班もおいしくでき上

がりました。
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亀山保健師

　　　28本の永久歯がきれいに並ぶためには、あごの骨を大きく育てることが必要です。
そのためには、栄養バランスのとれた食事をよくかんで食べるようにしましょう。
　また、足がブラブラした状態で食事すると、噛む力や咬み合わせの面積が低下してあごの骨が十分発
育せず、歯ならびにも影響します。食事中にテレビを観るため、顔だけを横に向けて食べる習慣もあご
の発達に支障をきたします。

　保護者の皆さんは歯を大切にしていますか？『もっと歯を大切にしておけばよかったなぁ』『む
し歯がなかったらどんなに良かっただろう』と考えることはありませんか？乳歯は、はえかわるか
らむし歯になっても大丈夫だと思っていませんか。歯は一生の友達！“おいしくごはんを食べる”
ことや“言葉(発音)”にも影響してきます。子どもの頃から歯を大切にする習慣をつけましょう！
　今回は、歯を大切にするちょっとしたポイントをお知らせします★

　奥歯はかむ面の溝が深く、複雑な形をしている
ので歯垢がたまりやすく、むし歯になりやすい部
位です。また、永久歯がはえてくると、はえ揃う
までデコボコになり、歯ブラシがしっかり届いて
いないことも多くむし歯につながりやすいです。
　仕上げ磨きは、永久歯がはえ揃うまで行いまし
ょう。

　あなたは、2年に1回の乳がん検診、子宮がん検診を受けていますか？
　乳がんは、女性にできるがんの中で一番多く、40歳前後を境にかかる人が急増し、30～64歳で
は死亡原因の1位になっています。
　また、子宮頸がん（子宮の出口にできるがん）になる人は20～30代で急増しています。
　早期のがんは、特に症状がありません。早く見つかれば、治療も軽くすみ、
完治の可能性も高くなります。また、お金や時間の負担も軽くなります。
　あなたやあなたの家族、大切な人達のために、ぜひ、検診を受けてください。

　子どもさんの口の中の様子を知るよい機会で
す。年に１回は歯医者に行き、健診を受けましょ
う。歯の状態に合わせた歯みがきの仕方や食事の
ことなどアドバイスを受けることができます。
『痛くなる前に行く！』これが大事です。
　まずは、親子で一緒に歯医者へ行く習慣をつけ
てみてはいかがですか？

長岡保健師

子どもの歯を守る
ために！保護者の方へ

【受診方法】① 希望する検診機関に電話予約する
　　　　　　② 検診当日、『がん検診等受診券』と保険証を持参する
　　　　　　③ 当日わかる範囲の結果は、医師から直接説明を受ける

詳しい検診方法は『健診のしおり』
（水色の表紙）をご覧ください。

【検診対象年齢】　
子宮がん検診：20歳以上
乳がん検診　：40歳以上

　無料で検診を受けることができる無料検
診対象者（規定の節目年齢に該当する方）
には、「クーポン券」を5月中旬に郵便で
お送りしています。
　この機会に、検診への“はじめの一歩”
を踏み出して、行ってみませんか？ 問い合わせ先　役場民生課　☎２－３１１３

検診期間は8月末まで
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●国保及び後期高齢者医療の対象の方 保険証を更新します!!

国 民 健 康 保 険

　現在発行している「国民健康被保険者証」及び「後期高齢者医療被保険者証」は有効期限が７月31日
までとなっています。
★国保　被保険者証（カード）は、ピンク色（一般）またはオレンジ色（退職者）となります。
　（注）７０歳以上７５歳未満の国保加入者の方には、「国民健康保険高齢受給者証」（白色）を併せて送付
しますので、お気をつけください。
★後期高齢者医療　被保険者証は、オレンジ色となります。
●発送は…　国保及び後期高齢者医療の保険証は、７月下旬までに簡易書留でお送りします。保険証は、
　８月１日からご使用になれます。（※古い保険証は、８月１日以降使えませんので各自で処分してください。）

●問い合わせ先　阿武町役場民生課（☎０８３８８－２－３１１５）
　山口県後期高齢者医療広域連合（☎０８３－９２１－７１１１）

●入院されたときは…？（※７０歳以上７５歳未満の人は、低所得者の人が該当します。）

●入院する場合（入院されている方も含む）

　あらかじめ国保の窓口に「限度額適用認定証」（住民税非課税世帯の人は「限度額適用・標準負担額減
額認定証」）の交付を申請し、認定証を提示すれば、限度額までの窓口負担となります。（保険税を滞納し
ていると交付されない場合があります。）

　「限度額適用認定証」の交付を申請（更新）してください。（有効期限は毎年７月３１日までです。）
●申請（更新）に必要なもの　国民健康保険証、印鑑（※更新をされる方は、「限度額適用認定証」を持参）

　医療費の自己負担が高額になったとき、限度額を超えた分が高額療養費として支給
されます。（７０歳未満の人と７０歳以上７５歳未満の人では限度額が異なります。）
●申請方法　保険証、領収証、印鑑を民生課または、各支所へ持参
★７０歳未満の人の場合
　□自己負担限度額（月額） 

★７０歳以上７５歳未満の人の場合
　医療費の負担が下表の限度額を超えたとき、申請により超えた分が払い戻されます。
　外来（個人単位）の限度額を適用後、外来＋入院（世帯単位）の限度額を適用します。
　入院時の窓口での負担は、外来＋入院（世帯単位）の限度額までとなります。
　□自己負担限度額（月額）

※1　上位所得者とは「基礎控除後の総所得金額等」が６００万円を超える世帯。
　　　所得の申告がない場合も上位所得者とみなされます。　
※2　過去１２か月間に同じ世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合は、４回目以降の限度額を超
　　　えた分が支給されます。

所得区分 ３回目まで
80,100円+（医療費－267,000円）×1%
150,000円+（医療費－500,000円）×1%

35,400円

４回目以降※2

44,400円
83,400円
24,600円

一般
上位所得者※1

住民税非課税世帯

一般

現役並み所得者

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

12,000円

44,000円

8,000円
8,000円

●医療費が高額になったときは…？

所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）
44,400円

 80,100円+（医療費－267,000円）×1%
 （※４回目以降の場合は44,400円）

24,600円
15,000円



●７０歳になると自己負担割合や
　自己負担限度額が変わります。（70歳以上75歳未満の方）

●後期高齢者医療制度の減額認定証をお持ちの方へ

★国民健康保険高齢受給者証が交付されます
　７０歳以上７５歳未満の人には、所得などに応じて自己負担割合が記載された「国民健康保険高齢受給者
証（以下、高齢受給者証）」が交付されます。適用は７０歳の誕生日の翌日（１日が誕生日の人はその月）
から７５歳の誕生日の前日までです。
　該当する人には、７０歳の誕生月の月末頃に「高齢受給者証」を郵送いたします。
★お医者さんにかかるときは
　お医者さんにかかるときは、次のものを忘れずに医療機関の窓口に提出してください。
　　・国保の保険証　・高齢受給者証
★窓口で支払う費用（一部負担金）
　７０歳以上の人は、かかった費用の１割を負担します。ただし、現役並み所得者は３割負担となります。
 ※一部負担金は、所得に応じて異なります。詳しくは、お問い合せください。

★更新のお知らせ
　現在交付されている減額認定証の有効期限は、平成22年7月31日までとなっています。
●現在、減額認定証をお持ちの方で…
①平成22年8月以降の認定区分が「区分Ⅰ」※2の該当となる方
　→8月上旬に新しい減額認定証を直接送付します。（平成22年度から自動更新になります。申請書
　提出の必要はありません）減額認定証受領後は、医療機関の方へご提示ください。
②平成22年8月以降の認定区分が「区分Ⅱ」※1の該当となる方
　→7月下旬に山口県後期高齢者医療広域連合から「申請のお知らせ」と「申請書」を送付しますので、
　必ず8月31日までに更新の手続きをしてください。（減額認定証は申請を行った月の初日から有効とな
　りますので、9月1日以降に申請をされますと、減額認定されない空白の月が生じることになります。）
※同一世帯内に住民税の申告等がお済みでない方がいる場合（未申告の状態）、本来の負担区分判定ができ
　ないことがあります。その際は、阿武町役場住民課にて、まず申告をしていただくようお願いします。
●申請・更新場所　阿武町役場民生課、各支所
●必要なもの　①後期高齢者医療制度の保険証　②現在交付されている平成21年度の減額認定証
　③現在「区分Ⅱ」の減額認定証をお持ちの方で、その認定期間内の入院日数の合計が91日以上の場合、
　　入院日数が確認できる書類（病院の領収書など）
★申請のお知らせ
　後期高齢者医療制度の被保険者で、住民税非課税世帯の方は、「限度額適用・標準負担額減額認定証」（減
額認定証）の交付を受けることができます。入院時にこの減額認定証を医療機関に提示することで、下表
の通り食事代や居住費が減額され、医療機関での窓口負担も一定額までとなります。※減額認定証は、申
請を行った月の初日から有効となります。
●申請方法　後期高齢者医療制度の保険証を民生課または、各支所へ持参（随時受付）

減額
認定証が
ある場合

区分Ⅱ※1　 入院日数90日以下
入院日数91日以上

老齢福祉年金受給者以外
老齢福祉年金受給者

44,400円

24,600円

15,000円

自己負担限度額
（1月）

260円

210円
160円
100円
100円

食事代
（1食）

460円※4

210円
210円
130円
100円

320円

320円
320円
320円
0円

食事代（1食）居住費（1日）
療養病床入院の場合※3

　

区分Ⅰ※2　

減額認定証がない場合
（「一般」区分の方と同じ負担となります。）

※1  区分Ⅱ：世帯の全員が住民税非課税である世帯に属する方。
※2  区分Ⅰ：世帯の全員が住民税非課税であり、各種収入から必要経費・控除を差し引いた所得が0円となる世帯に属
　　 する方（収入が年金のみの場合は、年金収入80万円以下の方）又は老齢福祉年金受給者。
※3  入院医療の必要性が高い方（人工呼吸器・中心静脈栄養などを要する方、脊椎損傷〔四肢麻痺が見られる状態〕の
　　 方、難病の方など）、回復期リハビリテーション病棟に入院している方などは、通常の食事代と同額になります。
　　（居住費はかかりません。）
※4  入院時生活療養（Ⅱ）を算定する医療機関に入院の場合は420円となります。

後 期 高 齢 者 医 療
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（75歳以上の方など）
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保険料の全額（１５，１００円）が免除
　全額免除された期間は、保険料を全額納付したときに比べ、年金額が１／２として
計算されます。（保険料額は平成22年度の額）
★全額免除となる所得の「めやす」
　前年所得が以下の計算式で計算した金額の範囲内であること
　（扶養親族等の数＋１）×35万円＋22万円

※申請者ご本人のほか、配偶者および世帯主の方も所得基準の範囲内である必要があります。
※平成２２年７月～平成２３年６月分の申請については、前年（平成２１年）の所得で審査を行います。
※これまで、保険料の全額が免除された期間の年金額は、保険料の全額を納付した場合と比較して３分
　の１として計算されていましたが、平成２１年４月分からは２分の１として計算されるようになりま
　した。

保険料の一部を納付、残りの保険料は免除
　一部納付は３種類です。それぞれの納付額（平成２２年度）と年金額の計算は次のと
おりです。
◆４分の１納付（ ３，７８０円） → 年金額５／８（21年3月分までは1/2）
◆半額納付（ ７，５５０円） → 年金額６／８（21年3月分までは2/3）
◆４分の３納付（１１，３３０円） → 年金額７／８（21年3月分までは5/6）

★一部納付となる所得の「めやす」
前年所得が以下の計算式で計算した金額の範囲内であること
　○４分の1納付 →78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
　○半 額 納 付 →118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
　○４分の3納付 →158万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
※申請者ご本人のほか、配偶者および世帯主の方も所得基準の範囲内である必要があります。
※平成２２年７月～平成２３年６月分の申請については、前年（平成２１年）の所得で審査を行います。
（注）一部納付制度は、納付すべき一部の保険料を納付されない場合、その期間の一部免除が無効（未納
　　と同じ）となるため、将来の老齢基礎年金の額に反映されず、また、障害や死亡といった不測の事
　　態が生じた場合に、年金を受け取ることができなくなる場合がありますのでご注意ください。

★毎年の申請が不要！
　翌年度以降も引き続き全額免除または若年者納付猶予を希望される場合は、申請
書の所定の欄に印を付していただくことにより、翌年度以降の申請書の提出は不要
となります。

○全額免除または若年者納付猶予の承認を受けられた方に限ります。
○失業等を理由とした特例による免除承認であった場合には、翌年度も申請書の提出
　が必要となります。
○所得要件の審査は、市町村民税の申告内容をもとに行いますので、所得申告を忘れ
　ずに行ってください。

免除された期間の保険料と年金はどうなるの？
○保険料の全額免除や一部納付等の承認を受けた期間は、保険料を全額納付したときに比べ、将来受け
　る年金額が少なくなります。
○そこで、これらの期間は、１０年以内であれば、あとから保険料を納めること（追納）ができます。
○追納する場合は、保険料免除等の承認を受けた期間の翌年度から起算して、３年度目以降に保険料を
　追納すると、当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。

■お問い合せ先　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８－２４－２１５８
　　　　　　　　阿武町役場住民課　　　　　☎０８３８８－２－０５００
　　　　　　　　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

保険料免除制度があります！年金のたより 国民年金
経済的な理由等で国民年金の保険料を納めることが困難な場合には、
申請により保険料の納付が免除される「保険料免除制度」があります。

全額免除
制度

一部納付
（一部免除）
制度

ここが
ポイント!



ごみ出し時間統一します!
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　あなたが、地球のためにできることは、なんですか？加速する地球温暖化を食い止めるため、地球に
優しいエコ活動（ＣＯ２削減につながる活動）の、アイデアをみなさんから募集します。
◆募集するのは以下の３つです。
　①　あなたがやっているエコ活動　　　（例：緑のカーテン・育てるコツ）
　②　阿武町としてできること・アイデア（例：阿武町全世帯で省エネ型蛍光灯を導入する）
　③　エコ活動スローガン（標語）　　　（例：やらなきゃ今！みんなで楽しくエコ活動）
◆応募対象　阿武町に在住・在勤の方
◆募集期間　７月20日～９月10日
◆表　　彰　応募作品の中から、優秀作品を表彰（副賞を進呈）
◆応募方法　応募用紙に必要事項を記入の上、各団体窓口又は役場民生課・各支所へ提出（FAX可）
◆そ の 他　①～③のうち1つの応募でも構いません。また、1人複数の応募も大歓迎です。
※詳しいことは７月広報紙と一緒に配布するチラシ（応募用紙）をご覧ください。
応募受付団体　阿武町地球温暖化対策地域協議会会員（阿武町女性団体連絡協議会、阿武町消費者団体
連絡協議会、奈古婦人会、福賀婦人会、宇田郷婦人会、清ヶ浜鳴き砂復活隊、萩阿武商工会、阿武萩森
林組合 阿武支所、山口県漁協 奈古支店・宇田郷支店、ＪＡあぶらんど萩 奈古支所・福賀支所、阿武町
建設業会、奈古建築協会、吉岡土建、阿武測量設計、リング、ナベル山口工場、鶴惣工業 惣郷工場、
阿武福祉会、阿武町議会、阿武町立小中学校校長会、奈古高等学校）
◆問い合わせ先　阿武町地球温暖化対策地域協議会事務局　☎２－3113（役場民生課 環境保健係）

エコ活動アイデア＆エコスローガン募集！！

富
士
通
コ
ン
コ
ー
ド
・

ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2010

　現在、ごみ収集効率化のため、ゴミ収集
ルートの見直しをしています。そのため、
みなさんにお願いです。
◎ごみの回収時間は収集ルートやごみの種
類や量によって変わります。そのため、次
の通り時間を統一します。

可燃・不燃・プラ・ペット
ビン･缶･大型　
古紙・古布類　午前９：００まで
　宇田郷…奇数月の第２土曜
　福　賀…偶数月の第２土曜
　奈　古…毎月第4土曜

みなさんのご協力を、よろしくお願いします。

暑い季節になりま
した。生ごみを出
す時は「しっかり
水気を切って」出
すようにしましょ
う！腐敗を防ぎ、
臭いを抑えること
につながります。
民生課環境保健係
☎２－3113

募集期間延長募集期間延長
28日㈬まで28日㈬まで
募集期間延長募集期間延長
28日㈬まで28日㈬まで
募集期間延長
28日㈬まで

午前８：００まで

「ごみ出しの時間」「ごみ出しの時間」「ごみ出しの時間」



（外）萩むらた病院 今古萩町 ㉕9170
（内）中　坪　医　院 今魚店 ㉒5430
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）松　井　医　院 下田万 ②0345
（歯）お　か　歯　科 土　原 ㉒8241

（外）萩 市 民 病 院 　椿 ㉕1200
（内）萩 慈 生 病 院 玉　江 ㉕6622
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）萩市国保川上診療所 川　上 ◯542014
（歯）沢村歯科医院 江　向 ㉒1223

（外）玉 木 病 院 瓦　町 ㉒0030
（内）藤 原 医 院 土　原 ㉒0781
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）萩市弥富医療センター 弥　富 ⑧2311
（歯）高雄歯科医院 樽屋町 ㉒1548

（外）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（内）中嶋クリニック 今古萩町 ㉒2206
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）すさクリニック 須　佐 ⑥3376
（歯）登城歯科医院 無田ヶ原 ㉖2525
※当番医の確認は役場または各支所へ
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休日当番医

お し ら せ

7月25日（日）

8月1日（日）

8月8日（日）

8月15日（日）

緊急の場合は１１９番
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４
７
８

　

県
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
た
心
豊
か
な
地
域
社
会
を
め
ざ

し
て
、
人
権
問
題
を
身
近
に
考
え
て

い
た
だ
く
た
め
の
「
人
権
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時  

８
月
７
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
場
所　

光
市
民
ホ
ー
ル

▼
対
象　

県
民
（
参
加
無
料
）

▼
内
容　

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
映
画
・
人
権

　

作
文
朗
読

　

講
演
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
と
し
て
生

　

き
る
」

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
県
環
境
生
活
部
人
権
対
策
室

▼
０
８
３―

９
３
３―

２
８
１
０

▼
と
き　

９
月
19
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

海
自
岩
国
航
空
基
地

▼
内
容　

体
験
搭
乗
（
搭
乗
券
が
必

　

要
）、航
空
機
展
示
、
フ
ァ
ン
シ
ー

　

ド
リ
ル
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
、

　

お
お
す
み
型
輸
送
艦
一
般
公
開
等

▼
体
験
搭
乗　

応
募
は
が
き
の
抽
選

　

に
よ
る
（
１
枚
の
は
が
き
で
２
名

　

ま
で
応
募
可
）。応
募
は
が
き
は
、

　

お
一
人
様
１
枚
に
限
定
。

▼
対
象
者　

中
学
生
以
上
、
た
だ
し

　

父
兄
同
伴
で
小
学
生
ま
で
可
。

▼
記
入
要
領　

往
復
は
が
き
に　

①

　

希
望
機
種
（
飛
行
艇
又
は
ヘ
リ
コ

　

プ
タ
ー
）、
②
搭
乗
者
の
氏
名（
１

　

〜
２
名
分
）
及
び
郵
便
番
号
、
住

　

所
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

▼
応
募
宛
先　

〒
７
４
０―

８
５
５

　

５　

海
上
自
衛
隊
第
31
航
空
群

　

体
験
搭
乗
係

▼
締
切　

８
月
31
日
必
着

▼
抽
選
結
果　

返
信
用
は
が
き
を
も



奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
のびのび健診（幼児健診：奈古・宇田郷）13:30【母子健康センター】
おやじソフトボール大会（～23日）19:00【町民グラウンド】
寿齢大学講演会　9:30【ふれあいセンター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
奈古子ども会坐禅教室　10:00【大覚寺】
ひよこクラブ　10:00【みどり保育園】
阿武町社会教育委員会　14:00【町民センター】
福賀団体親睦グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小グラウンド】
なご夏まつり（花火大会）20:00【奈古鹿島湾】
第17回日本海イカダ大会　9:00【奈古鹿島湾】
鳴き砂復活隊・清ヶ浜清掃ボランティア　9:00【清ヶ浜】
宇田ふれあい体育館一斉清掃【宇田ふれあい体育館】
ワハハハ3地区合同交流会　9:30【ふれあいセンター】
四季グラウンドゴルフ大会（宇田郷地区）19:30【宇田ふれあいグラウンド】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小グラウンド】
シーカヤックで海遊び　9:30【阿武町・筒尾海岸】
阿武町ＰＴＡ研修会　10:00【のうそんセンター】
健康相談（奈古）9:30【母子健康センター】
デイケア「青空会」9:30【地域活動支援センター】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
健康相談（宇田郷）9:30【ふれあいセンター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
健康相談（福賀）9:30【のうそんセンター】
奈古盆踊り教室（子どもの部）10:00【町民センター】
町内生徒指導研修会　13:30【町民センター】
奈古盆踊り教室（一般成人の部）20:00【町民センター】
福賀月例ボウリング大会　19:30【萩ユーズボウル】
シーカヤックで海遊び　9:30【阿武町・筒尾海岸】
月猫えほん音楽会　14:00【町民センター】
すくすく相談（乳児相談）10:00【母子健康センター】
職域ソフトボール大会代表者会議　18:30【町民センター】
自治会親睦ソフトボール大会　7:30【町民グラウンド他】
福ＢＯＮまつり・花火大会　19:30【のうそんセンター駐車場】
宇田郷地区ふれあい球技大会　8:00【宇田ふれあいグラウンド他】
奈古納涼盆踊り大会　20:00【道の駅阿武町】
福賀地区ストレッチ楽集会　9:30【のうそんセンター】
太極拳教室　14:00【町民センター】

27

阿武町の人口と世帯数 （６月末）

※世帯については、外国人世帯をカウントしています。
　（　）内数字は対前月比

地区別

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

人　口

2,484（－ 1 ）

　737（ 2 ）

　704（ 1 ）

3,925（ 2 ）

世帯数

1,072（－ 1 ）

　323（ 1 ）

　327（ 1 ）

1,722（ 1 ）

移動内訳

転入　10

転出　10

出生　 4

死亡　 2

６月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

106
（103）
2
（6）

18
（18）
1
（3）

0
（0）
0
（0）

1
（2）

17
（17）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

女
と
男
の
一
行
詩

片
付
け
も　

一
緒
に
動
け
ば　

気
持
軽
々

ひ
と

ひ
と 月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定

7／21～8／17

7
月

8
月

●問い合わせ先
ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

町内の求人情報 7月12日現在

求人数 年 齢 賃　　　金 業　　種

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）

会　　社　　名
２人
1人
1人

59歳以下
不問
不問

124,200円～138,000円
時給750円
時給730円

縫製オペレーター
鮮魚調理販売員
精肉調理販売員

㈱ブルーウェイアパレル福賀工場
サンマート奈古店
サンマート奈古店

7月分
　

労
働
問
題
で
お
困
り
の
方
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

賃
金
、
休
暇
、
未
払
い
残
業
、
解

雇
な
ど
各
種
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
開
設
場
所　

労
働
政
策
課
労
働
情

　

報
相
談
セ
ン
タ
ー
（
県
庁
８
Ｆ
）

▼
電
話
番
号　

☎
０
８
３
ー
９
３
３

　

ー
３
２
３
２

▼
相
談
員　

社
会
保
険
労
務
士

▼
相
談
料　

無
料

▼
相
談
日　

月
曜
日
〜
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

▼
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

roudou@
pref.yamaguchi.lg.jp

労働ほっとラインのご利用を!!

　町の特産である福賀すいかを、県内外に
ピーアールすることを目的に福賀すいかま
つりが開催されます。
　すいかの収穫体験、早食い競争、特売な
どを開催します。ご家族そろっておこしく
ださい。
■日時　７月３１日㈯、８月１日㈰
　　　　午前９時～午後３時
■場所　（農）福の里直売所
■内容　すいか収穫体験、早食い競争、獲
　　　　得ジャンケン大会、すいかの特売、
　　　　すいか料理の試食など
■主催　ＪＡあぶらんど萩福賀支所
　　　　福賀すいか部会
■共催　（農）福の里直売所　

７月３１日、８月１日
農事組合法人　福の里直売所 21

22

23
24

25

28
29
30

31

2
3
4

5

6

7

10
11

14

15

17

水

木

金
土

日

水
木
金

土

月
火
水

木

金

土

火
水

土

日

火



山口県漁協奈古支店

支店長　辻野誠治さん

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
頬
に
や
さ
し
い
青
田
風

で
で
虫
や
走
る
車
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト

帆
船
に
風
た
っ
ぷ
り
と
夏
至
の
中

聞
き
役
と
な
り
て
友
等
と
夏
座
敷

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
歓
声
新
樹
光

郭
公
の
近
く
て
遠
き
生
家
か
な

万
緑
に
す
っ
ぽ
り
埋
る
峽
の
里

闇
深
き
山
に
湧
き
立
つ
螢
か
な

梅
雨
曇
り
行
く
と
も
見
え
ず
沖
の
船

竹

垣

の

竹

の

弾

力

青

嵐

宇
野
千
代
の
生
家
華
や
ぐ
若
楓

水
張
っ
て
ふ
る
里
賛
歌
蛙
の
夜

あ
じ
さ
い
の
藍
深
け
れ
ば
声
こ
ぼ
る

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
勝
気
な
母
に
涙
あ
り

何
ご
と
も
な
い
有
難
さ
郭
公
鳴
く

鬼
瓦
笑
う
て
お
り
ぬ
夏
至
の
屋
根

波
高
と
い
う
停
留
所
つ
ゆ
に
入
る

呼
鈴
の
ピ
ン
ポ
ン
ピ
ン
ポ
ン
夏
至
晴
る
る

蛍
火
が
過
去
さ
ま
ざ
ま
を
持
ち
寄
り
て

叱
ら
れ
て
は
兄
追
い
し
日
の
蛍
狩

雨
あ
が
り
あ
じ
さ
い
今
日
は
色
さ
え
て

田
中　

文
笠（
森
見
藤
）

小
野　

一
雄（
下　

郷
）

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
）

田
中　

か
め（
西
の
３
）

佐
々
岡
美
保（
中　

村
）

原　
　

清
穂（
伊　

豆
）

柳
井　

惠
子（
平　

原
）

林　
　

弘
子（
浜
の
１
）

橋
本
多
華
子（
宇
田
浦
）

斎
藤　

孝
子（
宇
田
浦
）

大
倉　

淑
子（
上　

万
）

梅
地　

眞
代（
東　

方
）

池
田　

幸
枝（
大　

里
）

中
村　

良
江（　

市　

）

木
村　

信
惠（
久
瀬
原
）

米
原　

泉
女（
筒　

尾
）

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
）

河
原　

慶
子（
上　

郷
）

水
津　

紅
魚（
浜
の
３
）

田
中　

弥
生（
木　

与
）

金
崎　

藤
子（
宇
田
浦
）

◆問い合わせ先　あぶフォト倶楽部事務局

　役場総務課　企画広報係　☎2ー3111

作品は道の駅発祥交流館ギャラリーに展示中

６月の優秀作品

ごっそーごっそー
旬旬旬旬のののの   ケンサキイカ

（剣先烏賊）

　夏と言えばイカの美味しい季節。今回は、夏の代

表的なイカ「ケンサキイカ」をご紹介します。

　ケンサキイカ（マイカ）は、数多いイカの中でも、

味の面では、トップクラスにランクされます。美味

しい食べ方の一番手は刺身。身は柔らかく独特の甘

みがあり、地元では「刺身で食べるならこのイカ」

と言う人がいるくらい美味しく、人気のあるイカで

す。甘み成分のもとである遊離アミノ酸（グリシン、

アラニン、プロリン）の含有量が多いことが分かっ

ています。

　美味しい食べ方は、刺身の他、煮付け、天ぷら、

するめ、いか飯などいろいろな食べ方が出来ます。

イカを選ぶときは、身や目に透明感のある物を選ん

でください。

　種類が豊富で鮮度抜群の道の駅物産直売所へぜひ

ご来店ください。

◆問い合わせ先

　道の駅阿武町物産直売所   ☎08388－2－2828

タイトル：梅雨期の清ヶ浜
残照
蔵澄秀昭（防府市）
●コメント：雨の清ヶ浜。
日暮れ前、わずかに雲が明
るくなり、波に洗われる清
ヶ浜のきめ細かい砂地が光
る。引いて行く波のカタチ
を見ながら撮影…。

自由１位
タイトル：月見川のホタル
出羽直之（萩市）
●コメント：地味な小川です
が、幻想的な蛍の軌跡が幽玄
の時を感じさせます。

テーマ「自由」　タイトル：おいしかった
和田孝宣（東方）●コメント：阿武町内の鮎料理店
での一枚。美味しい鮎料理を食べ終わった時の愛娘
の嬉しそうな笑顔を撮影しました。
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